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区は、区に関わるすべての人が子どもの権利を尊重する意識を持ち、それぞれの

生活や活動に生かすことにより、「児童の権利に関する条約（以下「子どもの権利条

約」といいます。）」を実現する子どもにやさしいまちづくりを推進するため、令和４年

３月に「中野区子どもの権利に関する条例」（以下「条例」といいます。）を制定し、同年

４月１日に施行しました。 

 

条例では、子どもの権利の中でも最も大切であると考えられている「子どもの意見

表明・参加」について、区はその機会を確保するために必要な制度を設けるよう努め

ることや、子どもが必要な情報を得ることができるよう努めること、子どもの意見を

尊重することなどを規定しています。 

 

また、令和４年６月に成立したこども基本法（令和５年４月施行）においても、年齢や

発達の程度に応じた子どもの意見表明の機会の確保及び子どもの意見の尊重が基

本理念として掲げられるとともに、子ども施策の策定等に当たって子どもの意見の

反映に係る措置を講ずることを国や地方自治体に対し義務付ける規定が設けられま

した。 

 

子どもは、一人の区民であると同時に、子どもにやさしいまちをつくるためのパー

トナーです。誰一人取り残すことなく、子ども一人ひとりの意見や言葉にならない思

いを尊重する必要があります。 

この手引きは、区政運営において子どもの意見表明・参加の取組を進めていくにあ

たり、その考え方や子どもの意見の聴き方、手法などをまとめ、各部署が取組を行う

際の参考としていただくことを目的として作成しました。 

 

職員の皆様には、子どもの意見表明・参加について理解を深めるとともに、これま

での業務や事業を子どもの視点で見直したり、子どもの視点を取り入れた取組の実

施を検討したりしていただくなど、区政運営における子どもの意見表明・参加の推進

に向けて取り組んでいただきたいと思います。 

 

さらに、区政にとどまらず、家庭、学校、地域など、日常のあらゆる場面で子どもの

意見表明・参加が保障されるよう、区はその考え方を広め、仕組みづくりや機会の確

保に向けた取組を進めていきます。 
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○ 区は、区民一人ひとりが地域のまちづくりの主役として自治を営むこととともに、

区民の参加により区政を運営していくことを自治体運営の基本とし、平成１７年３

月に「中野区自治基本条例」を制定しました（平成２６年に改正）。区政への提案や、

区の計画策定等における意見交換会などの区民参加は、子どもの参加を排除する

ものではありません。 

 

○ 子どもは、一人の区民であると同時に、子どもにやさしいまちをつくるためのパ

ートナーであることから、子どもに関する様々な取組への子どもの参加の機会を確

保し、子どもの意見を施策の推進や施設の運営に反映していくことは必要不可欠

です。 

 

○ 子どもに関係のある施策について子どもの意見を聴くことで、子どもの状況やニ

ーズをより的確に踏まえることができ、施策がより実効性のあるものになります。 

 

○ また、子どもにとって、自らの意見が十分に聴かれ、尊重され、反映されていく経

験は、子どもの自己肯定感や自己効力感、主体的にまちづくりに関わる意識（主権

者意識）につながっていきます。 

 

○ さらに、子どもには、大人とは違う視点や発想があります。子ども自身が中野区

に住んでいてよかったと思えるような場面をつくっていくこと、中野区民としての

一員であることを実感できることが、子どもの新しい視点や発想を生み出し、まち

をよりよいものにしていくことにつながります。 

 

○ 区政にとどまらず、家庭、学校、地域など、日常のあらゆる場面で子どもの意見表

明・参加が保障されるよう、区が子どもの意見表明・参加の取組を推進し、発信す

ることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 子どもの意見表明・参加の考え方 

１ なぜ子ども参加が必要か 
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条例では、子どもの意見表明・参加に関して以下のとおり規定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

○ 条例は、子どもの意見表明・参加の機会を確保するために区が必要な制度を

設けるよう努めることや、子どもが必要な情報を得ることができるよう努める

こと、子どもの意見を尊重することなどを規定しています。 

○ 子どもも区民の一員であり、大人と同様に意見を表明することができ、その意

見が尊重されることが求められます。 

○ 子どもの意見表明・参加は、子どもの権利の中でも最も大切であると考えら

れており、その権利を保障するための取組を推進していく必要があります。 

２ 子どもの意見表明・参加とは 

（ 基本理念 ） 

第 3条 子どもの権利の保障は、次に定める考え方を基本理念とします。 

⑵ 子どもは、その意見、考え、思い（ 以下「意見等」といいます。） を表明することが

でき、自分に関係のあることについてその意見等が尊重されること。 

（ あらゆる場面における権利の保障 ）   

 第 9条 子どもは、家庭、育ち学ぶ施設および団体の活動、地域社会等、あらゆる場

面において、特に次に定める権利が保障されます。 

⑷ 自分の意見等を表明し、それが尊重されること。 

2 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもの意見等を尊重するとともに、その

意見等がどのように尊重されているかを子どもに分かりやすく説明するよう努める

ものとします。 

3 区は、子どもの権利を保障するため、必要な取組を行うものとします。 

（ 子どもの意見等の表明および参加 ）   

第13条 区は、子どもが自分の意見等を表明し、参加する機会を確保するために必

要な制度を設けるよう努めるものとします。 

2 区、区民、育ち学ぶ施設および団体は、子どもの意見等の表明と参加をうながすた

め、子どもがその意味や方法について学び、必要な情報を得ることができるよう努め

るものとします。 

２－１ 中野区子どもの権利に関する条例 
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令和４年６月に成立し、令和５年４月１日にこども家庭庁の設置とともに施行され

たこども基本法では、子どもの意見表明・参加に関して以下のとおり規定されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ こども基本法は、年齢や発達に応じた子どもや若者の意見表明・社会参

画の機会の確保と子どもや若者の意見の尊重を基本理念として掲げてお

り、子どもや若者の意見を施策に反映するために必要な措置を講じること

を国や地方自治体に対して義務付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 基本理念 ） 

第 3条 こども施策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。 

３ 全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、自己に直接関係する全

ての事項に関して意見を表明する機会及び多様な社会的活動に参画する機会が確保

されること。 

４ 全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、

その最善の利益が優先して考慮されること 

 

 
（ こども施策に対するこども等の意見の反映 ）   

 第１１条 国及び地方公共団体は、こども施策を策定し、実施し、及び評価するに当

たっては、当該こども施策の対象となるこども又はこどもを養育する者その他の関係

者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。 

２－２ こども基本法 

 

 ポイント 

こども基本法の中で唯一「努力義務」で

はなく「義務」として規定されています。 
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子どもの権利条約第１２条1は、年齢を制限する考え方ではなく、まだ言葉で自分

の意見、考え、思いを表現できない年齢の子どもであっても、表情や身振り、遊び

などを通じて、自分の気持ちや考え、望みを大人に伝えていることを前提としてい

ます。したがって、子どもの年齢を問わず、子どもの表情や身振り、遊びなどの非言

語的コミュニケーションを通じて、言葉では表現されない子どもの気持ちや望みを

受け止め、尊重していくことが重要です。 

 

 

 

子どもの意見表明・参加は、一時的に、また形式的にその機会を用意するだけで

は保障したことになりません。子どもの意見表明・参加にあたっては、必要な情報を

事前に子どもに分かりやすい表現で共有すること、子どもが自発的に参加している

こと、子どもが意見表明しやすい環境を整えること、子どもの意見をその後どのよ

うに反映させたか子どもにフィードバックすることなどを、子どもに関わるあらゆ

る場面で日常的に保障していく仕組みを用意する必要があります。 

 

 

 

子どもの意見を聴くことは、子どもの言いなりになることではありません。子ど

もの意見は正当に考慮され、その反映については、施策の目的や子どもの年齢、発

達段階、実現可能性、予算や人員などの制約も考慮しつつ、子どもの最善の利益を

実現する観点から判断する必要があります。子どもの意見を反映することが難しい

場合は、一度意見を受け止めた上で、できない理由を伝えるなど、子どもへの丁寧

な説明や十分な対話が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1子どもの権利条約第12条：第１項「締約国は、自己の見解をまとめる力のある子どもに対して、その子どもに影響

を与えるすべての事柄について自由に自己の見解を表明する権利を保障する。その際、子どもの見解が、その年齢お

よび成熟に従い、正当に重視される。」 

第２項「この目的のため、子どもは、とくに、国内法の手続規則と一致する方法で、自己に影響を与えるいかなる司法

的および行政的手続においても、直接にまたは代理人もしくは適当な団体を通じて聴聞される機会を与えられる。」

（国際教育法研究会訳） 

２－５ 正当な考慮と反映 

２－４ 日常的に保障する 

２－３ 子どもの「意見」とは 

参考 
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   アメリカの心理学者ロジャー・ハートが提唱した「参加のはしご」の考え方では、子

どもが社会に参加する段階を８つに分け、「あやつり」「お飾り」「見せかけ」の参加は

そもそも参加ではなく、４段目の「役割を与えられ情報を受ける」からが参加であり、

段を上がるごとに子どもの参加の度合いが高まり、８段目は「子どもが着手し、大

人とともに決定する」とされています。これは常に８段目で子ども参加を実践しな

ければならないということではなく、状況に応じて適切に参加のあり方を選択して

いく考え方が重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参加のはしご」 

（参加の度合い） 

8.子どもが着手し、大人とともに決定する 

７．子どもが着手し、大人に指導をうける 

６．大人が着手し、子どもとともに決定する 

５．相談され、情報を受ける 

４．役割を与えられ、情報を受ける 

 

（非参加） 

３．見せかけ 

２．お飾り 

１．あやつり 

（引用） 

Hart, R. (1992), Children's Participation : from Tokenism to Citizenship, 

Florence, UNICEF Innocenti Research Centre 

２－６ 参加のあり方 
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○ 子どもの意見表明・参加においては、子どもの年齢や発達段階、特性に応じた配

慮を行い、子どもにとって最も善いことは何かを判断した上で取り組む必要があり

ます。 

 

○ この章では、子どもの意見の聴取からその反映までの流れに関して、各段階にお

ける考え方や取組のポイントを示しています。これを原則としつつ、聴く内容や子ど

もの成長・発達段階などに応じて、工夫しながら無理のない方法で進めていくこと

が大切です。 

 

 

＜意見聴取から反映までの流れ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫  子どもに意見を聴くときは、何のために意見を聴くのか、聴いた意見がどの

ように活かされるのかなど、意見を聴く目的や子どもの役割等を子どもに分

かりやすく、丁寧に伝えることが重要です。  

⚫  子どもが意見を求められたときに、それに対して十分に意見を表明できる

よう、子どもに分かりやすい情報提供を行ったり、学習の機会を確保したりす

る必要があります。 

⚫  意見を聴くにあたり、子どもには権利があること、中でも意見を表明する権

利があることを子どもにしっかりと伝えることが大切です。子どもが悩みや不

安を抱えている場合も想定し、相談できる場所や子どもの居場所をあわせて

案内するなどの工夫も必要です。 

第２章 子どもの意見表明・参加の進め方 

意見を聴く

前の準備 
意見の聴取 意見の反映 

結果のフィー

ドバック 

Step1 意見を聴く前の準備 

１－① 十分な情報提供 

１ 子どもの意見表明・参加のプロセス 

＜Step１＞ ＜Step２＞ ＜Step３＞ ＜Step４＞ 
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⚫  子ども参加は、子どもが個々に持っている知識や能力、経験、情報、洞察力

などを生かせるものでなければなりません。子どもが持っている知識や能力、

経験などを生かせるよう、子どもの生活やコミュニティに関連したテーマ設定

を行うことが重要です。 

⚫  子どもへの意見聴取は、大人の都合で行うものではありません。大人が聴き

たいテーマについてのみ聴くのではなく、子どもが主体的にテーマを設定す

る機会を確保するなど、テーマ設定自体に子どもが参加できるようにするこ

とも重要です。 

 

 

 

 

 

 

⚫  子どもの意見を聴く際は、子どもの年齢や発達段階、特性に応じた配慮を行

う必要があります。 

⚫  病気や障害、日本語以外が母語である場合や、外国にルーツのある子ども、

LGBTQ の子どもなど、地域には多様な個性や背景を有する子どもがいます。

自分の思いや意見を言葉や態度で表出することに困難がある子どもたちに対

して、それぞれの状況に応じた配慮を行う必要があります。 

 

 

 

⚫  人前で話すことが得意な子どももいれば、意見を言えない、言いづらい、緊

張してしまう子どもや自分の意見を言語化することが苦手な子どももいます。

対面、アンケート、ＷＥＢ（オンライン）、ＳＮＳなど、様々な手法の選択肢を用意

して子どもの思いや意見を受け止める必要があります。 

⚫  意見表明・参加の機会は、その存在や方法が子どもに認知されなければ機

会が確保されたことになりません。ホームページ等による周知の他、子どもの

生活や活動の場に出向く、子どもを支援する団体等を通じた周知を行うなど、

多様な手段やルートで子どもへの周知広報を行うことが大切です。 

 

 

 

⚫  子どもの意見表明・参加は権利であり、義務ではありません。子どもの意思

や判断で「話したくないことは話さなくてよいこと」、「いつでも中断できるこ

１－② 意見を聴くテーマの設定 

Step２ 意見の聴取 

２－① それぞれの状況に応じた配慮 

２－② 多様な参画機会・方法 

２－③ 子どもが安心して意見を表明するために 
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と、中断しても何ら不利な状況には置かれないこと」を子どもにきちんと伝え

る必要があります。 

⚫  子どもは、大人からの評価を気にしていたり、「正しい意見を言わなくては

いけない」といったプレッシャーを感じたりしている場合があります。そうした

不安や恐怖を感じる必要はないということ、どんなことを話しても良いという

こと、秘密は守るということを言葉で伝える必要があります。 

⚫  会場を利用する場合は、子どもにとって使いやすい設備であるか、安全・安

心は確保されているか等を確認する必要があります。 

 

 

 

⚫  子どもにとって参加することが楽しいと思えるような配慮をすることが重要

です。子どもがリラックスできて、居心地が良いと感じる場所で行うことや、

おやつや飲み物を用意するなどの工夫が求められます。 

⚫  話を聴く際は、腕組みや足組みをしない、きちんと体を向き合わせる、視線

を合わせて同じ目線で話を聴くなど、子どもに不安や恐怖を感じさせないよ

う、話を聴くときの態度や表情にも気をつけたり、聴くタイミングに注意して、

子どものペースで待ったりすることも大切です。 

⚫  子どもが意見や本音を言いやすいよう、ファシリテーターを活用する方法も

あります。 

 

 

 

⚫  子どもの意見は、尊重して扱われなければなりません。前提を覆す意見にも

まずは耳を傾けます。大人が考えつかなかったようなアイデアに対して、否定

せず受け止める柔軟性が大人に求められます。 

⚫  子どもの気持ちや思いの表現方法は言葉だけに限らず、絵、ダンス、表情、

身振り・手振りなど、あらゆる形態があります。様々な形で表出される子ども

の思いや気持ちを受け止め、尊重することが重要です。 

⚫  子どもも区民であり、大人とともにまちをつくるパートナーです。子どもを

一人の人間として、また区民の一員として尊重し、特別扱いするのではなく、

対等な意見として扱うことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－④ 意見を表明しやすい雰囲気・環境づくり 

２－⑤ 意見の尊重 
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⚫  子どもの意見の施策への反映については、施策の目的等を踏まえ、子ども

の年齢や発達段階、実現可能性、予算・人員の制約等を考慮した上で、子ども

の最善の利益を実現する観点から判断する必要があります。 

⚫  判断の結果として、子どもの意見とは異なる結論が導かれることはあり得ま

す。子どもに対しては、聴取された意見がそのまま全て反映されるということ

ではなく、子どもの最善の利益を実現する観点から、反映の是非や内容を検

討すること、施策の決定や実現には時間がかかる場合があることなどを、あ

らかじめ、分かりやすく伝えておく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

⚫  意見を聴きっぱなしにせず、聴いた意見をどのように受け止め、どう反映さ

せたか、意見が反映されなかった場合はその理由等を子どもに分かりやすい

形でフィードバックすることが重要です。 

⚫  単なる結果や決定の理由のみをフィードバックするのではなく、大人が悩ん

だ過程や決定に至るまでのプロセスをあわせて伝えたり、どうしたら良いか

を子どもと一緒に考えたり悩んだりする場を作ることも有効です。 

 

 

 

⚫  意見を聴いた後は、子ども自身や聴いた大人で振り返りを行い、気づきや問

題点を整理し、取組の改善につなげていくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 意見の反映 

３－① 施策への反映 

４－① 結果のフィードバック 

４－② 実施後の振り返り 

Step4 結果のフィードバック 
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ここでは、子どもの意見を聴く代表的な手法として３つの方法を例示しますが、子ど

もの意見を聴くには様々な手法があります。場面や子どもの年齢・発達に応じて、都度

適切な手段を検討・選択することが重要です。 

なお、子どもは、日常の中で思いや気持ちをつぶやいています。長く子どもと過ごす

場合は、以下に記載した手法により改まった場面で聴く意見だけではなく、日頃の生活

の中で子どもから出てくるつぶやきを拾い上げて聴くことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲児童館での子ども向け意見交換会

の様子 

ワークショップ 

 

 

⚫ 参加者がテーマについて学び、意見を出し合う中で、子どもからの意見を聴く。 

⚫ 趣旨やテーマについて説明後、グループワーク形式で作業やディスカッション

を行い、意見をまとめる。 

概要 

 

 

⚫ 子どもの状況や学校行事等を考慮した上で、子どもが参加しやすい時期や時

間帯、場所を設定すること。 

⚫ 会場を利用する場合は、子どもにとって使いやすい設備であるか、安全・安心

は確保されているか等を確認すること。 

⚫ アイスブレイクを行う、会場内の飾り付けを行う、ファシリテーターを配置する

など、子どもがリラックスできて、話しやすい環境づくりを行うこと。 

⚫ 開催時間が長い場合には、休憩を多くとることや、長時間の議論で疲労したと

きには、体操やストレッチをして気分転換を入れるなど、子どもが疲れないよう

な配慮をすること。 

⚫ 子どもが気軽に参加しやすいよう、オープンハウス形式（時間内において、都合

の良い時間に参加できる形式）で実施することも有効である。 

留意点やポイント 

２ 意見を聴く代表的な手法とそれぞれの留意点 

▲区内高校での出前授業でワーク

ショップを行っている様子 

 

子
ど
も
の
意
見
表
明
・ 

参
加
の
考
え
方 

第１章 

第２章 

 

子
ど
も
の
意
見
表
明
・ 

参
加
の
進
め
方 

第３章 

 

区
政
運
営
に
お
け
る 

子
ど
も
の
意
見
表
明
・
参
加 

参考 

資料 

10



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒアリング 

 

 

⚫ 聴き取った内容を記録するフォーマットを用意し、聴き手による結果の差が生

じないよう配慮すること。 

⚫ 必要に応じて、子どもの支援者（施設職員等）に、ヒアリングの対象となる子ど

もの選出やヒアリングのサポート等の協力を依頼すること。 

⚫ 子どもの本音を引き出すには、本題に入る前に、雑談などを通して子どもと信

頼関係を築くことが大事である。雑談の中で本音が出てくることもある。 

⚫ その場では意見が出なくても、後から意見を言いたくなったときに伝える手段

や方法を用意することも重要である。 

⚫ 複数の子どもからまとめて意見を聴く場合、意見を言えずに埋もれてしまいそ

うな子どもへの配慮や、周りに同調してしまう子どもの声を拾う工夫（あとで

個別に意見を聴く時間を設けるなど）が必要である。 

留意点やポイント 

 

 

⚫ 対面などで、直接子どもから意見を聴く。 

概要 

 

 

 

 

 

 

アンケート 

 

 

⚫ 紙媒体の調査票やインターネットによる回答で子どもから意見を聴く。 

概要 

 

 

⚫ 紙媒体、WEB 媒体の両方を活用し、子どもが回答方法を選択できることが望

ましい。 

⚫ 回答する子どもの年齢に応じて使用する漢字や言葉づかいに配慮すること。 

⚫ 回答者の匿名性を担保すること。 

⚫ 子どもの負担にならないよう、長すぎない分量で作成すること。 

留意点やポイント 
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ポインﾄ 

子どもの意見を聴く際は、どのような手法であっても、子どもの年齢や発達段階、

個々の性格等に合わせて問いかけ方法や表現方法を工夫することが重要です。 

（工夫の例） 

● 説明を行う際は、子どもが使う平易な言葉を使用する、専門用語はかみ砕いて

説明するなど、子どもにやさしい表現を使って説明する。 

● 資料を作成する際は、対象年齢に合わせて漢字にふりがなを振ったり、対象年

齢別の資料を用意したりする。 

● イラストや写真、動画を活用し、子どもにとって分かりやすく親しみやすい資料

を作成する。 

▶▶ 子どもにやさしい表現の例 

＜参考＞ 中野区子ども総合計画 子ども向け概要版 

▲周知チラシ ▲子ども向け資料 

▲子ども向け概要版は 

こちらからご覧になれます 

▶▶ 子ども向け資料の例 

＜参考＞ 中野区子ども総合計画（素案） 子ども向け意見交換会 

 

子
ど
も
の
意
見
表
明
・ 

参
加
の
考
え
方 

第１章 

第３章 

 

区
政
運
営
に
お
け
る 

子
ど
も
の
意
見
表
明
・
参
加 

参考 

資料 

第２章 

 

子
ど
も
の
意
見
表
明
・ 

参
加
の
進
め
方 

12



 

 

 

 

 

○ 区は、「中野区自治基本条例」に基づいた区民参加の手続として、①個別意見の提

出、②意見交換会、③パブリック・コメント手続の３つを例示しています。これらの区

政への提案や区の計画策定等における意見交換会などの区民参加は、子どもの参

加を排除するものではありません。 

 

〇 子どもの意見表明・参加の取組については、施策の内容や目的を踏まえて実施を

検討する必要がありますが、基本的な考え方は以下のとおりです。 

 

＜こども基本法＞ 

 

 

 

 

 

＜条例＞ 

 

 

 

 

※ 「子ども施策」には、子どもの健やかな成長に対する支援や、結婚・妊娠・出産・子

育てに対する支援を主たる目的とする施策に加え、教育や雇用環境、小児医療、若

者の社会参画や就労支援等、子どもや子育て家庭に関する幅広い施策が含まれる

と解釈されています。 

 

○ 上記を踏まえ、区の取組等に関する子どもの意見表明・参加の対象について、以

下のとおり例示します。ただし、例示する対象について統一的な子ども参加の手続

を定めるものでなく、個々の施策の目的や内容、子ども参加の熟度等を踏まえつつ、

取組を検討してください。 

 

 

第３章 区政運営における子どもの 

意見表明・参加 

１ 区の取組等に関する子どもの意見表明・参加 
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（ こども施策に対するこども等の意見の反映 ）   

 第１１条 国及び地方公共団体は、こども施策※を策定し、実施し、及び評価するに

当たっては、当該こども施策の対象となるこども又はこどもを養育する者その他の関

係者の意見を反映させるために必要な措置を講ずるものとする。 

（ 子ども会議 ）   

 第１４条２ 区長は、子どもに関する区の計画その他区長が必要と定めることについ

て、子ども会議に参加する子どもの意見等を求めるものとします。 
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対象（例示）  

 

１ 「中野区自治基本条例」第１４条第１項に該当し、子ども施策に関連するもの  

（１） 子どもに関連する施策に係る区の計画 

（具体例） 

 

 

 

（２） 子どもが利用する施設の整備・運営に関すること 

（具体例） 

 

 

 

▶ 上記については、子ども向けの意見交換会やその前段として子どもの意見を聴

く場を設けるなど、子どもの意見表明・参加の機会確保について、積極的に検討し

てください。 

 

２ 子どもに関連する事業・取組の実施  

上記１に当てはまらないものであっても、子どもの参加が見込まれる事業、将来の

子どもたちの生活に影響を及ぼす取組などについては、子どもの意見表明・参加の

機会確保について、検討してください。 

（具体例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 上記１・２はあくまで例ですが、子どもに関することについて子どもの意見を聴く

ことで、子ども自身に「まちを変えることができる」という実感が生まれ、まちへの

興味や愛着にもつながります。可能な限り、区の取組等に関する子どもの意見表

明・参加に取り組んでください。 

 

 

 

 

 

 子ども・教育を主目的とした領域だけでなく、まちづくりや環境、健康福祉、文化

振興など、子どもを対象に含む区の計画や方針など 

 児童館などの子どもを主な対象とした施設だけでなく、公園・図書館・区民活動

センターなど、子どもが利用の対象に含まれる施設の整備・機能・運営など 

▶ 新規事業の検討や見直しに際して、子どもへのヒアリングやアンケートを行う 

▶ シンポジウム等の場において、子どもが意見をとりまとめ、子ども自身が発表 

▶ イベントの企画などに関して、子どもの意見を聴く機会を設ける 

▶ パンフレットやＷｅｂサイトなどを作成する際に、子どもの意見を聴き、意見を

取り入れながら作成する など 
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子どもの意見表明・参加の実践の流れ 

 

⚫ 何を聴くか、意見を施策にどのように生かせるか 

⚫ 対象となる子どもの範囲（学年や人数） 

⚫ 参加の手法（ワークショップ、ヒアリング、アンケート等） 

 

実施の検討 

 １ 

 実施の調整・周知 

 ２ ⚫ 実施場所の調整（子どもが利用する施設への協力依頼など） 

⚫ 関係者への協力依頼、子ども向け資料の用意 

⚫ 多様な手段やルートによる広報周知（ホームページ、SNS、子ども

が利用する施設や関係団体を通じた周知など） 

 実施 

 ３ ⚫ 子どもが参加しやすく、安心して意見を表明しやすい環境・雰囲

気づくりや配慮を行った上で実施 

⚫ どのような意見も受け止め、尊重する 

※次ページのチェックポイントもご覧ください。 

 意見の反映とフィードバック 

 ４ ⚫ 意見の反映については、子どもの年齢や発達段階、実現可能性、

予算・人員の制約等を考慮した上で判断 

⚫ 聴いた意見をどのように受け止め、反映させたか、反映されなか

った場合はその理由等をフィードバック 
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子どもの意見表明・参加のチェックポイント 

 

段階 チェックポイント  

意見を 

聴く前 

1 意見を聴く目的や子どもの役割を子どもに分かりやすく伝えている  

2 子どもが意見を表明できるだけの十分な情報提供をしている  

3 子どもが参加しやすい時期や時間帯、場所を設定している  

4 子どもの生活に関連したテーマ設定を行っている  

５ 実施にあたり、子どもへの十分な広報周知を行っている  

意見を 

聴くとき 

1 

子どもの年齢や発達段階、特性に応じた工夫や配慮を行っている

（子どもが使う平易な言葉を使用する、子どもに分かりやすく親しみ

やすい資料を作成するなど） 

 

2 
対面、アンケート、WEB（オンライン）、SNS など様々な手法を用意

している 
 

3 
会場を利用する場合は、子どもの安全・安心が確保されているかを

確認する 
 

４ 

子どもの意思や判断で「話したくないことは話さなくてよいこと」、

「いつでも中断できること」、また「プレッシャーを感じる必要はない

こと」、「秘密は守ること」を伝えている 

 

５ 

子どもが意見を表明しやすい雰囲気・環境づくりを行っている（子ど

もにとって居心地が良いと感じる場所で実施する、アイスブレイクを

行う、ファシリテーターを配置するなど） 

 

意見を 

聴いた後 

1 
聴いた意見をどのように受け止め、反映させたか、反映されなかっ

た場合はその理由等を子どもにフィードバックしている 
 

2 
子ども自身や聴いた大人で振り返りを行い、気づきや問題点を整理

し、取組の改善につなげている 
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ここでは、令和３年度から令和５年度に各所管で実施された子どもの意見表明・

参加に関する取組を紹介します。今後取組を検討、実施していく上での参考として

いただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 子どもの意見表明・参加の具体的事例 

計画策定にあたる子どもへの意見聴取               【子ども・教育政策課】 

  

中野区子ども総合計画の策定にあたる子どもへの意見聴取（令和４年度） 

 

⚫ 子どもの希望などに合わせながら、ワークショップ、ヒアリング、アンケートいずれ

かの形式により実施した（対象：乳幼児～高校生 計１５２名）。実施においては、子

どもに関連する施設や子どもの居場所等で意見を聴くことに加え、個別の支援を

必要とする子どもに対して意見を聴取し、結果を計画の内容に反映させた。 

⚫ 児童館等において、中野区子ども総合計画（素案）に係る子ども向け意見交換会を

実施した（対象：小学生～高校生 計５８名）。聴取した子どもの意見については、計

画（案）に反映させ、また、意見交換会の実施結果（主な意見とそれに対する区の考

え方）を子ども向けにまとめ、子どもにフィードバックした。 

⚫ 策定した計画については、「子ども向け概要版」を作成し、計画が子どもにとっても

分かりやすいものとなるよう工夫した。 

▲区内保育園で乳幼児にヒアリングを

行っている様子 

▲子ども総合計画（素案）の子ども向け意

見交換会の様子 

 ポインﾄ 

行政計画など、子どもにとってあまり身近でない事柄について意見を聴くときは、特に子ど

もや子どもの日常生活に関係のあることについて設問を用意して聴くなど、子どもが答えやす

い聴き方で工夫する必要があります。 

子どもにやさしい言葉に置き換えて説明する、子どもに分かりやすい資料を用意する、子ど

もが意見を出しやすいような工夫をするなど、子どもにとって分かりやすいということは、誰

にとっても分かりやすいということでもあります。子どもにやさしいまちづくりを行うことは、

誰にとってもやさしいまちをつくることにつながります。 

子ども総合計画素案の 

子ども向け資料▶ 
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子ども会議                                   【育成活動推進課】 

  

ハイティーン会議 

 

⚫ 中野区在住・在学・在勤の中高生世代が、学校や学年を超えて興味・関心のあるテ

ーマについて議論や調査を行い、意見表明に繋げていくワークショップとして実施

している。 

⚫ 中野区子どもの権利に関する条例第１４条に基づく「子ども会議」として、子どもに

関する区の計画等について、区がハイティーン会議に参加する子どもに意見を求め

る。 

⚫ 令和４年度より、子ども・若者支援を行う NPO 団体に運営を委託し、また、令和４

年度に新設された「若者会議」と連動し、より多世代、より地域に密着した会議とし

て、自主的・自発的な活動や地域参加などの具体的取り組みにつなげている。 

 

子ども相談室の運営における子どもへの意見聴取        【子ども・教育政策課】 

   

子ども相談室の愛称及びキャラクターの選考にあたるワークショップ（令和５年度 ） 

 

⚫ 子ども相談室の愛称及びマスコットキャラクターの選考にあたり、「愛称・マスコッ

トキャラクター選定メンバー」を募集し、ワークショップを通して子どもの意見を聴

き、選考を行った。 

⚫ 決定した愛称・キャラクターは、「子どもの権利の日フォーラムなかの２０２３」で発

表し、作者の表彰を行った。 

⚫ ワークショップでは、決定した愛称・キャラクターを活用した普及啓発についても検

討を行い、子どもからノベルティグッズ案について意見を聴取した。 

⚫ 実施にあたっては、会場内の飾り付けを行ったり、アイスブレイクを行ったりした

他、年齢の近い大学生に各グループ２～３名にサポートで入ってもらい、子どもが

リラックスして意見を表明できる雰囲気づくりを行った。 

 

▲令和５年度ハイティーン会議の様子  

▲ワークショップの様子 ▲子どもたちの選考により決定した子ども相談室 

「ポカコロ」とマスコットキャラクター「だんごーず」 
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まちづくりにおける意見聴取                       【まちづくり計画課】 

  

西武新宿線沿線まちづくりにおける出前授業（令和５年度） 

 

⚫ 子どもにまちづくりを身近に感じてもらい、子どもから直接意見を聴くため、まち

づくり整備方針の対象地域内にある小学校で出前授業を行った（対象：小学６年生 

計２５０名）。 

 

⚫ ３つのテーマ（「困っているところ、改善してほしいところ」、「まちにどんな場所や施

設がほしいか」、「将来どんなまちになってほしいか」）について子どもに考えてもら

い、合計 1,786件の意見を聴取した。 

 

⚫ 一人ひとりの子どもから多くの意見を出してもらうために、子どもたちに意見を書

き出してもらった。 

 

⚫ 子どもからの意見は、「まちづくり整備方針」等の計画へ反映していく。 

 

 

 

▲出前授業の様子 
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区
の
取
組
等
に
関
す
る
子
ど
も
の
意
見
表
明
・
参
加
の
事
例
（
一
覧
）
（
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
実
施
（
予
定
を
含
む
）
分
）

※
令
和
５
年
度
調
査
時
点

N
o

取
組
事
例

内
容

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
情
報

(
年
齢
、
人
数
、
学
校
等
)

実
施
（
予
定
）
年
度

部
局
名

課
名

1
中
野
区
実
施
計
画
策
定
に

あ
た
る
子
ど
も
へ
の
意
見

聴
取

中
野
区
実
施
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会
議
メ
ン
バ
ー
へ

意
見
聴
取
を
実
施

中
学
生
、
高
校
生
（
1
5
名
程
度
）

令
和
5
年
度

企
画
部

企
画
課

2
中
野
区
教
育
大
綱
の
改
定

に
あ
た
る
「
生
徒
会
と
区

長
の
意
見
交
換
会
」

中
野
区
教
育
大
綱
の
改
定
に
あ
た
り
『
私
た
ち
の
ま
ち
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
に
つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
「
生
徒
会
と
区
長
の
意
見
交
換
会
」
を

実
施

区
立
中
学
校
生
徒
会
（
1
5
名
）

令
和
4
年
度

企
画
部

企
画
課

3
中
野
区
文
化
芸
術
振
興
基

本
方
針
策
定
に
あ
た
る
子

ど
も
へ
の
意
見
聴
取

中
野
区
文
化
芸
術
振
興
基
本
方
針
策
定
に
あ
た
り
、
子
ど
も
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
（
中
野
東
図
書
館
テ
ィ
ー
ン
ズ
ル
ー
ム
）

高
校
生
（
9
名
）

令
和
4
年
度

区
民
部

文
化
振
興
・
多
文
化
共
生

推
進
課

4
子
ど
も
総
合
計
画
の
策
定

に
あ
た
る
子
ど
も
へ
の
意

見
聴
取

子
ど
も
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
子
ど
も
へ
の
意
見
聴
取
を
実

施
。
実
施
内
容
は
以
下
の
と
お
り

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
に
よ
る
意
見

聴
取

②
子
ど
も
総
合
計
画
素
案
に
係
る
子
ど
も
向
け
意
見
交
換
会
（
児
童
館

２
館
、
中
野
東
図
書
館
テ
ィ
ー
ン
ズ
ル
ー
ム
）

③
子
ど
も
総
合
計
画
素
案
に
係
る
子
ど
も
会
議
（
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会

議
）
へ
の
意
見
聴
取

①
乳
幼
児
～
高
校
生
（
1
5
2
名
）

②
小
学
生
～
高
校
生
（
5
8
名
）

③
中
学
生
、
高
校
生
（
1
0
名
）

①
令
和
2
年
度
～
令
和
4

年
度

②
令
和
4
年
度

③
令
和
4
年
度

子
ど
も
教
育
部

子
ど
も
・
教
育
政
策
課

5
中
野
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
第
３
次
）
の
改
定
に
向

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

中
野
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
(
第
３
次
)
の
改
定
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
（
G
o
o
g
l
e
フ
ォ
ー
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
ペ
ー
ジ
よ
り
無
記
名
回

答
）

区
立
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

（
2
,
6
8
7
件
）

令
和
4
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課

6
中
野
区
児
童
館
運
営
・
整

備
推
進
計
画
策
定
に
あ
た

る
子
ど
も
へ
の
意
見
聴
取

中
野
区
児
童
館
運
営
・
整
備
推
進
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
計
４
回
、
子

ど
も
を
対
象
と
し
た
意
見
交
換
会
を
児
童
館
等
で
実
施
（
児
童
館
３

館
、
中
野
東
図
書
館
テ
ィ
ー
ン
ズ
ル
ー
ム
）

小
学
生
（
7
4
名
）
、
中
学
生
（
1
2

名
）
、
高
校
生
（
7
名
）

令
和
5
年
度

子
ど
も
教
育
部

子
ど
も
・
教
育
政
策
課

育
成
活
動
推
進
課

7

中
野
区
地
域
福
祉
計
画
、

中
野
区
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

づ
く
り
推
進
計
画
及
び
中

野
区
障
害
者
計
画
の
改
定

に
あ
た
る
子
ど
も
向
け
意

見
交
換
会

中
野
区
地
域
福
祉
計
画
、
中
野
区
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
づ
く
り
推
進
計
画

及
び
中
野
区
障
害
者
計
画
の
改
定
に
あ
た
り
、
子
ど
も
意
見
交
換
会
を

実
施
（
中
野
東
図
書
館
テ
ィ
ー
ン
ズ
ル
ー
ム
）

中
学
生
、
高
校
生
（
7
名
）

令
和
5
年
度

健
康
福
祉
部

福
祉
推
進
課

　
子
ど
も
に
関
連
す
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施
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に
係
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区
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い
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の
事
例
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N
o

取
組

事
例

内
容

対
象

と
な

る
子

ど
も

の
情

報
(
年

齢
、

人
数

、
学

校
等

)
実

施
（

予
定

）
年

度
部

局
名

課
名

8
区

民
と

区
長

の
タ
ウ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

区
民
と
区
長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
一

環
と

し
て

、
学

校
等

を
会

場
と
し
て
子
ど
も
た
ち
か
ら

区
政

に
対

す
る

意
見

聴
取

を
実

施

①
児
童
と
生
徒
の
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（

テ
ー

マ
：

「
子

ど
も

に
や

さ
し
い
ま
ち
」
の
実
現
）

②
生
徒
と
区
長
の
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（

テ
ー

マ
：

中
高

生
か

ら
中

野
区
へ
の
提
案
）

③
児
童
・
生
徒
と
区
長
の
タ

ウ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

④
（
仮
称
）
子
ど
も
た
ち
と

区
長

の
タ

ウ
ン

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

①
区

立
・

私
立

小
学

校
児

童
（

各
1

校
 
計

1
4
5
名

）
②

私
立

中
学

校
、

高
等

学
校

生
徒

（
2
校

 
計

4
0
名

）
③

区
立

小
学

校
児

童
、

中
学

校
生

徒
（

2
校

 
計

1
0
0
名

程
度

）
④

小
学

生
、

中
学

生
（

9
0
名

程
度

）

①
令

和
4
年

度
②

令
和

4
年

度
～

令
和

5
年

度
③

令
和

5
年

度
【

予
定

】
④

令
和

6
年

度
【

予
定

】

企
画

部
広

聴
・

広
報

課

9
子

ど
も

の
権

利
条
例
制
定

に
あ

た
る

子
ど

も
へ
の
意

見
聴

取

子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
に

あ
た

り
、

以
下

の
方

法
で

子
ど

も
へ

の
意

見
聴
取
を
実
施

①
中
野
区
子
ど
も
と
子
育
て

家
庭

の
実

態
調

査
（

郵
送

・
W
e
b
）

②
区
内
中
学
校
、
高
校
、
国

際
交

流
協

会
等

に
お

け
る

出
前

授
業

③
紙
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
（

区
内

高
等

学
校

、
児

童
館

、
図

書
館

等
）

④
H
P
に
よ
る
w
e
b
ア
ン
ケ
ー

ト
⑤
条
例
素
案
に
係
る
子
ど
も

向
け

意
見

交
換

会
（

児
童

館
３

館
）

①
小

学
4
～

6
年

生
（

3
,
7
5
0
名

）
、

中
学

1
～

3
年

生
（

3
,
7
5
0
名

）
②

中
学

1
～

3
年

生
（

2
2
6
名

）
、

高
校

1
～

3
年

生
（

1
0
1
名

）
③

④
小

学
生

、
中

学
生

、
高

校
生

（
紙

：
7
6
2
名

、
w
e
b
：

1
1
0
件

）
⑤

小
学

生
、

中
学

生
、

高
校

生
（

5
8

名
）

①
令

和
元

年
度

②
③

④
令

和
2
年

度
～

令
和

3
年

度
⑤

令
和

3
年

度

子
ど

も
教

育
部

子
ど

も
・

教
育

政
策

課

1
0

子
ど

も
の

権
利

の
日
事
業

に
お

け
る

子
ど

も
の
発
表

「
子
ど
も
の
権
利
の
日
フ
ォ

ー
ラ

ム
な

か
の

」
に

お
い

て
、

子
ど

も
が

意
見
表
明
す
る
機
会
を
確
保

す
る

た
め

、
以

下
の

取
組

を
実

施

①
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会
議
の
メ

ン
バ

ー
か

ら
、

「
大

人
(
区

)
に

言
い

た
い

こ
と
」
を
発
表

②
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会
議
の
メ

ン
バ

ー
に

パ
ネ

リ
ス

ト
と

し
て

登
壇

し
て

も
ら
い
、
「
子
ど
も
の
思
い

・
考

え
・

意
見

に
耳

を
傾

け
尊

重
す

る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
表
明

及
び

発
表

①
中

学
生

、
高

校
生

（
2
3
名

）
②

高
校

生
（

1
名

）
①

令
和

4
年

度
②

令
和

5
年

度
子

ど
も

教
育

部
子

ど
も

・
教

育
政

策
課

1
1

子
ど

も
の

権
利

条
例
リ
ー

フ
レ

ッ
ト

作
成

に
あ
た
る

子
ど

も
へ

の
意

見
聴
取

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条

例
を

周
知

す
る

た
め

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

作
成
過
程
に
お
い
て
、
子
ど

も
の

意
見

を
聴

き
、

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら
作
成

小
学

生
、

中
学

生
（

6
7
名

）
令

和
4
年

度
子

ど
も

教
育

部
子

ど
も

・
教

育
政

策
課

1
2

子
ど

も
相

談
室

の
愛
称
及

び
マ

ス
コ

ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク

タ
ー

の
選

考
に

あ
た
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ

子
ど
も
相
談
室
の
愛
称
及
び

マ
ス

コ
ッ

ト
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
の

選
考

に
あ

た
り
、
「
愛
称
・
マ
ス
コ
ッ

ト
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
選

定
メ

ン
バ

ー
」

を
募

集
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し

て
子

ど
も

の
意

見
を

聴
き

、
選

考
を

実
施
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

の
取

組
及

び
選

考
結

果
に

つ
い

て
は

、
「
子
ど
も
の
権
利
フ
ォ
ー
ラ

ム
な

か
の

２
０

２
３

」
に

お
い

て
発

表

小
学

生
、

中
学

生
（

1
2
名

）
令

和
5
年

度
子

ど
も

教
育

部
子

ど
も

・
教

育
政

策
課

1
3

子
ど

も
相

談
室

の
ノ
ベ
ル

テ
ィ

グ
ッ

ズ
作

成
に
あ
た

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

子
ど
も
相
談
室
の
ノ
ベ
ル
テ

ィ
グ

ッ
ズ

作
成

に
あ

た
り

、
「

愛
称

・
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選

定
メ

ン
バ

ー
」

に
よ

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
通
し
て
、
子
ど
も
の
意
見

を
聴

き
グ

ッ
ズ

案
を

検
討

小
学

生
、

中
学

生
（

1
2
名

）
令

和
5
年

度
子

ど
も

教
育

部
子

ど
も

・
教

育
政

策
課

　
子

ど
も

に
関

連
す
る
事
業
・
取
組
に
つ
い
て
の
事
例
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N
o

取
組
事
例

内
容

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
情
報

(
年
齢
、
人
数
、
学
校
等
)

実
施
（
予
定
）
年
度

部
局
名

課
名

1
4

子
ど
も
の
権
利
の
普
及
啓

発
等
を
テ
ー
マ
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

子
ど
も
の
権
利
の
普
及
啓
発
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
子
ど
も
の
意
見
を
取
組
に
反
映

小
学
4
年
生
～
中
学
生

令
和
6
年
度
【
予
定
】

子
ど
も
教
育
部

子
ど
も
・
教
育
政
策
課

1
5

ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会
議

中
学
生
及
び
高
校
生
年
代
を
対
象
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て

自
身
の
意
見
や
主
張
を
区
長
や
関
係
所
管
、
地
域
の
方
々
等
に
表
明
・

発
信
す
る
機
会
と
す
る
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会
議
を
実
施
。

ま
た
、
中
野
区
子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
第
１
４
条
に
基
づ
く

「
子
ど
も
会
議
」
と
し
て
、
子
ど
も
に
関
す
る
区
の
計
画
等
に
つ
い

て
、
区
が
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会
議
に
参
加
す
る
子
ど
も
に
意
見
を
求
め
る

中
学
生
及
び
高
校
生
年
代
(
1
2
歳
か

ら
1
8
歳
ま
で
)

令
和
3
年
度
：
2
8
名

令
和
4
年
度
：
2
3
名

令
和
5
年
度
：
2
2
名

平
成
1
5
年
度
よ
り
毎
年

度
実
施

子
ど
も
教
育
部

育
成
活
動
推
進
課

1
6

ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会
議
に
お

け
る
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

令
和
4
年
度
よ
り
委
託
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会
議
に

つ
い
て
、
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
会
議
参
加
者
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施

中
学
生
及
び
高
校
生
年
代
(
1
2
歳
か

ら
1
8
歳
ま
で
)
:
2
2
名

令
和
5
年
度

子
ど
も
教
育
部

育
成
活
動
推
進
課

1
7

成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の

成
人
式
の
対
象
年
齢
検
討

に
あ
た
る
ア
ン
ケ
ー
ト

民
法
改
正
に
伴
う
成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の
成
人
を
祝
う
式
典
の
実
施

に
お
い
て
、
区
内
高
等
学
校
に
対
し
、
成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の
成
人

式
の
対
象
年
齢
を
検
討
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

区
内
高
等
学
校
生
徒
（
3
校
：
計

1
,
4
0
3
名
）

令
和
3
年
度

子
ど
も
教
育
部

育
成
活
動
推
進
課

1
8

中
学
生
意
見
発
表
会

中
野
区
青
少
年
対
策
連
絡
会
、
中
野
警
察
署
、
野
方
警
察
署
、
中
野
区

が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
表
明
を
尊
重
す
る
場
と
し
て
中
学
生

意
見
発
表
会
を
実
施

区
内
在
学
中
学
生
（
公
立
・
私
立
は

問
わ
な
い
）

令
和
3
年
度
：
1
4
名

令
和
4
年
度
：
1
2
名

令
和
5
年
度
：
1
3
名

毎
年
度
実
施

子
ど
も
教
育
部

育
成
活
動
推
進
課

1
9

一
時
保
護
所
内
で
の
子
ど

も
会
議
の
実
施

保
護
所
内
で
の
子
ど
も
会
議
の
実
施
（
お
お
む
ね
月
3
回
3
0
分
程
度
：

子
ど
も
自
身
が
司
会
や
書
記
を
す
る
会
議
が
月
2
回
、
心
理
療
法
担
当

職
員
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
た
会
議
を
月
1
回
）

保
護
中
の
児
童
（
小
学
生
～
高
校

生
）

令
和
4
年
度
～

子
ど
も
教
育
部

児
童
福
祉
課

2
0

一
時
保
護
所
入
所
児
童
へ

の
個
別
の
聴
き
取
り

き
く
ぞ
う
会
：
一
時
保
護
所
入
所
児
童
を
対
象
に
、
一
時
保
護
所
の
生

活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
た
個
別
の
聴
き
取
り
を
実
施
（
随

時
）

保
護
中
の
児
童
（
幼
児
～
高
校
生
）

令
和
4
年
度
～

子
ど
も
教
育
部

児
童
福
祉
課

2
1

な
か
の
デ
コ
活
コ
ン
テ
ス

ト
地
球
規
模
で
の
脱
炭
素
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
・
区
の
取
り
組
み
を

「
キ
ッ
ズ
・
ア
イ
デ
ア
部
門
」
と
し
て
区
内
小
中
学
生
か
ら
募
集

区
内
小
学
生
、
中
学
生

令
和
5
年
度

環
境
部

環
境
課

2
2

な
か
の
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

環
境
学
習
教
材
「
な
か
の
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
用
い
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
意
識
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
温
暖
化
の
原
因
と
な
る

C
O
2
の
削
減
に
取
り
組
む

区
内
小
学
生
、
中
学
生

毎
年
度

環
境
部

環
境
課

2
3

子
ど
も
エ
コ
講
座

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
生
活
を
通
し
て
、
環
境
へ
の
理
解
を
深
め
る
講

座
を
夏
休
み
期
間
中
に
実
施

区
内
在
住
小
学
生

毎
年
度

環
境
部

環
境
課

2
4

子
ど
も
向
け
生
き
物
観
察

会
区
内
の
生
き
物
調
査
の
一
環
と
し
て
、
小
学
生
に
よ
る
生
き
物
観
察
・

調
査
を
実
施
予
定

区
内
在
住
・
在
学
小
学
生

令
和
6
年
度
【
予
定
】

環
境
部

環
境
課
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N
o

取
組
事
例

内
容

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
情
報

(
年
齢
、
人
数
、
学
校
等
)

実
施
（
予
定
）
年
度

部
局
名

課
名

2
5

ご
み
・
資
源
に
関
す
る
子

ど
も
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
用

中
野
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
ご
み
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
子

ど
も
向
け
に
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
実
施
。

子
ど
も
が
親
し
み
や
す
く
な
る
よ
う
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
置

子
ど
も
を
含
む
区
民
等

通
年

環
境
部

ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

2
6

資
源
と
ご
み
に
関
す
る
小

学
生
向
け
冊
子
の
発
行

小
学
生
向
け
冊
子
「
減
ら
そ
う
ご
み
」
を
発
行
し
、
区
立
小
学
校
4
年

生
の
児
童
に
配
布
。

子
ど
も
に
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
と
し
て
、
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用

区
立
小
学
校
4
年
生

毎
年
度
実
施

環
境
部

ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

2
7

食
品
ロ
ス
削
減
を
題
材
と

し
た
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
の

開
催

家
庭
で
余
り
が
ち
な
食
材
を
美
味
し
く
食
べ
き
る
た
め
の
レ
シ
ピ
を
題

材
と
し
た
親
子
向
け
料
理
教
室
を
開
催
。

子
ど
も
に
も
取
り
組
み
や
す
い
食
品
ロ
ス
の
削
減
方
法
を
紹
介
す
る
た

め
、
動
画
を
活
用
し
た
食
品
ロ
ス
削
減
の
ミ
ニ
講
座
な
ど
も
開
催

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
（
と
そ

の
保
護
者
）

毎
年
度

環
境
部

ご
み
ゼ
ロ
推
進
課

2
8

模
擬
選
挙

選
挙
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校

生
を
対
象
に
模
擬
選
挙
を
随
時
実
施
。

内
容
は
、
選
挙
ク
イ
ズ
や
生
徒
が
立
候
補
者
と
な
る
模
擬
投
票
の
実
施

な
ど

小
学
生
～
高
校
生

通
年
（
随
時
）

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

2
9

わ
た
し
た
ち
の
な
か
の
く

ぎ
か
い
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ

区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
子
ど
も
向
け
に
分
か
り
や
す
く
区

議
会
に
関
す
る
情
報
発
信
を
実
施
。
ま
た
、
小
学
生
等
の
議
場
見
学
の

際
に
当
該
ペ
ー
ジ
を
配
布

子
ど
も
を
含
む
区
民
等

通
年
（
随
時
）

区
議
会
事
務
局
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N
o

取
組
事
例

内
容

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
情
報

(
年
齢
、
人
数
、
学
校
等
)

実
施
（
予
定
）
年
度

部
局
名

課
名

3
0

プ
レ
ー
パ
ー
ク
に
関
す
る

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
・
ア
ン

ケ
ー
ト

常
設
プ
レ
ー
パ
ー
ク
設
置
の
検
討
に
お
い
て
、
子
ど
も
を
含
む
区
民
か

ら
プ
レ
ー
パ
ー
ク
に
関
す
る
意
見
を
聴
く
た
め
、
以
下
の
取
組
を
実
施

①
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
（
区
立
江
古
田
の
森
公
園
で
実
施
）

②
W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト

①
子
ど
も
を
含
む
区
民
等
（
延
べ

1
6
7
名
）

②
子
ど
も
を
含
む
区
民
等
（
回
答
数

1
6
1
件
）

令
和
5
年
度

子
ど
も
教
育
部

子
ど
も
・
教
育
政
策
課

3
1

常
設
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
試

行
実
施
に
お
け
る
子
ど
も

の
意
見
聴
取

区
立
江
古
田
の
森
公
園
で
実
施
す
る
常
設
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
設
置
に
向

け
た
試
行
実
施
に
お
い
て
、
利
用
し
た
子
ど
も
や
保
護
者
の
意
見
を
聴

き
、
今
後
の
工
事
や
運
営
内
容
等
に
反
映

子
ど
も
を
含
む
区
民
等
（
試
行
プ

レ
ー
パ
ー
ク
の
利
用
者
）

令
和
6
年
度
【
予
定
】

子
ど
も
教
育
部

子
ど
も
・
教
育
政
策
課

3
2

各
学
校
に
お
け
る
取
組

子
ど
も
た
ち
の
意
見
や
考
え
、
思
い
な
ど
を
尊
重
し
、
そ
の
意
見
等
に

基
づ
い
て
、
学
校
が
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
実
施
し
た
り
、
学
校
の
環

境
改
善
を
行
っ
た
り
す
る
た
め
の
予
算
を
充
実

全
区
立
小
・
中
学
校
(
2
9
校
)

令
和
6
年
度
【
予
定
】

教
育
委
員
会
事
務

局
指
導
室

3
3

学
校
生
活
の
ア
ン
ケ
ー
ト

東
京
都
の
「
ふ
れ
あ
い
（
い
じ
め
防
止
強
化
）
月
間
（
6
・
1
1
月
）
」

及
び
2
月
に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
楽
し
く
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
「
学
校
生
活
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施

全
区
立
小
・
中
学
生
(
1
4
,
4
3
1
名
)

毎
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
指
導
室

3
4

部
活
動
に
関
す
る
実
態
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト

「
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地
域
移
行
」
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く

た
め
、
「
部
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
り
、
子
ど

も
へ
の
意
見
聴
取
を
実
施

全
区
立
中
学
生
(
3
,
5
4
8
名
)

令
和
5
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
指
導
室

3
5

子
ど
も
の
学
習
の
成
果
や

考
え
・
意
見
等
の
発
表

子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
成
果
や
考
え
・
意
見
等
を
互
い
に
発
表
し
合
っ

た
り
、
保
護
者
に
見
て
も
ら
っ
た
り
す
る
場
を
設
け
る
。
以
下
の
取
組

を
実
施

①
中
野
区
小
学
生
科
学
展

②
中
野
区
生
徒
理
科
研
究
発
表
会
（
中
学
校
連
合
文
化
発
表
会
）

発
表
者

①
小
学
生
(
2
1
名
)

②
中
学
生
(
2
4
名
)

毎
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
指
導
室

3
6

中
高
生
施
設
整
備
検
討
に

あ
た
る
ア
ン
ケ
ー
ト

中
高
生
施
設
整
備
の
検
討
に
あ
た
り
、
中
学
生
及
び
高
校
生
年
代
に
対

し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

中
学
生
及
び
高
校
生
年
代
(
1
2
歳
か

ら
1
8
歳
ま
で
)
(
2
2
名
)

令
和
5
年
度

子
ど
も
教
育
部

育
成
活
動
推
進
課

3
7

地
域
子
ど
も
施
設
運
営
に

お
け
る
子
ど
も
参
加

子
ど
も
が
日
常
的
に
利
用
す
る
児
童
館
、
キ
ッ
ズ
・
プ
ラ
ザ
、
学
童
ク

ラ
ブ
な
ど
の
子
ど
も
施
設
に
お
い
て
、
運
営
に
関
し
て
子
ど
も
が
様
々

な
方
法
で
意
見
を
出
せ
る
機
会
を
設
定

施
設
を
利
用
す
る
子
ど
も

通
年

子
ど
も
教
育
部

育
成
活
動
推
進
課

子
ど
も
・
教
育
政
策
課

3
8

公
園
再
整
備
に
お
け
る
子

ど
も
へ
の
意
見
聴
取

時
代
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

「
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
近
隣
小
学
校
や
保
育

園
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
等
に
よ
り
公
園
利
用
者
の
意
見
聴
取
を
行
っ
た
上
で
公
園
再
整
備
を

実
施

近
隣
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小
学
校
に

通
う
子
ど
も
と
保
護
者

令
和
4
、
5
年
度

都
市
基
盤
部

公
園
課

3
9

西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
出
前
授
業

野
方
駅
、
都
立
家
政
駅
及
び
鷺
ノ
宮
駅
周
辺
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち

に
ま
ち
づ
く
り
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
直
接
意
見
を
聴

い
て
今
後
策
定
す
る
計
画
へ
反
映
し
て
い
く
た
め
、
対
象
地
域
内
の
小

学
校
で
出
前
授
業
を
実
施

該
当
す
る
駅
を
通
学
区
域
に
含
む
小

学
校
児
童
（
小
学
6
年
生
）

令
和
5
年
度

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
計
画
課

　
学
校
や
子
ど
も
関
連
施
設
、
子
ど
も
も
利
用
す
る
施
設
の
整
備
・
運
営
に
つ
い
て
の
事
例
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N
o

取
組
事
例

内
容

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
情
報

(
年
齢
、
人
数
、
学
校
等
)

実
施
（
予
定
）
年
度

部
局
名

課
名

-
各
図
書
館
に
お
け
る
取
組

各
図
書
館
に
お
い
て
、
子
ど
も
を
対
象
に
図
書
館
に
置
い
て
ほ
し
い
本

を
聴
き
、
購
入
図
書
選
考
の
参
考
と
し
た
り
、
子
ど
も
か
ら
お
す
す
め

の
本
を
募
り
、
ポ
ッ
プ
等
で
展
示
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
運
営

図
書
館
を
利
用
す
る
子
ど
も

通
年
（
各
図
書
館
に
よ

り
実
施
時
期
が
異
な

る
)

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課

4
0

【
中
央
図
書
館
】

①
企
画
事
業
「
よ
ん
だ
ら
よ
か
っ
た
１
０
０
冊
(
仮
称
)
」

②
体
験
学
習
(
職
場
体
験
)

①
小
学
生
～
高
校
生

②
中
学
2
年
生
（
各
回
4
名
程
度
）

①
令
和
5
年
度

②
通
年

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課

4
1

【
中
央
図
書
館
分
室
】

み
な
み
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

美
鳩
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

中
野
第
一
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

①
企
画
事
業
「
ひ
と
こ
と
か
ん
そ
う
ぶ
ん
」

②
企
画
事
業
「
ど
ん
な
本
、
よ
ん
で
み
た
い
？
」

③
企
画
事
業
「
こ
の
本
よ
ん
で
！
」
（
リ
ク
エ
ス
ト
お
は
な
し
会
）

④
企
画
事
業
「
読
み
聞
か
せ
週
間
」
（
リ
ク
エ
ス
ト
お
は
な
し
会
）

①
小
学
生
以
下
（
1
9
3
名
）
、
中
学

生
以
下
（
3
6
名
）

②
小
学
生
以
下
（
1
8
0
名
程
度
）
、

中
学
生
以
下
（
2
1
8
名
）

③
乳
幼
児
～
小
学
生
（
2
名
）

④
乳
幼
児
～
小
学
生
（
3
0
名
程
度
）

①
令
和
4
、
5
年
度

②
令
和
4
、
5
年
度

③
令
和
4
年
度

④
令
和
4
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課

4
2

【
野
方
図
書
館
】

「
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

　
学
習
ス
ペ
ー
ス
（
子
ど
も
・
Y
A
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム
）
の
利
用
に
つ
い
て
ア

イ
デ
ア
ボ
ー
ド
を
設
置
し
て
対
象
と
な
る
中
高
生
が
ス
ペ
ー
ス
に
ど
の
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
い
る
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
て
、
奇
数
席
の
み
の
利
用
を
偶
数
席
を
開
放
し
て
ど
こ
で
も
使
え

る
よ
う
に
運
用
を
変
更

学
習
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
中
高
生

（
2
6
名
の
回
答
）

令
和
5
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課

4
3

【
南
台
図
書
館
】

「
企
画
事
業
『
お
た
の
し
み
袋
』
の
テ
ー
マ
募
集
」

　
企
画
事
業
事
業
「
お
た
の
し
み
袋
」
の
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
が
入
れ
て
あ

り
、
お
た
の
し
み
袋
の
テ
ー
マ
を
募
集
。
回
答
内
容
を
次
の
お
た
の
し
み
袋

の
時
に
反
映

乳
幼
児
～
小
学
生
（
4
0
名
）

毎
年
度
（
年
4
回
）

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課

4
4

【
鷺
宮
図
書
館
】

「
体
験
学
習
(
職
場
体
験
)
」

　
職
場
体
験
の
中
学
生
に
お
す
す
め
の
本
を
募
り
、
ポ
ッ
プ
を
書
い
て
も
ら

い
、
本
と
一
緒
に
展
示
。

中
学
2
～
3
年
生
（
2
～
3
名
程
度
）

令
和
4
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課

4
5

【
江
古
田
図
書
館
】

①
江
古
田
図
書
館
倶
楽
部

　
第
七
中
学
校
生
徒
に
よ
る
図
書
館
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
生
徒
の
希

望
を
聞
き
な
が
ら
活
動
内
容
を
決
定
。
リ
ト
ル
司
書
と
し
て
児
童
コ
ー
ナ
ー

の
展
示
作
成
や
業
務
体
験
等
を
実
施

②
世
界
こ
ど
も
の
日
展
示

　
世
界
こ
ど
も
の
日
に
合
わ
せ
た
資
料
展
示
を
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
て
行
い
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
啓
発
や
関
連
図
書
館
資
料
の
活
用
と
貸
出
に
繋
げ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
意
見
や
本
の
感
想
を
書
い
て
、
掲
示
で
き
る

よ
う
な
コ
ー
ナ
ー
を
閲
覧
席
に
設
置

③
企
画
事
業
「
あ
な
た
の
推
し
本
、
教
え
て
下
さ
い
」

④
企
画
事
業
「
江
古
田
図
書
館
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
大
募
集
！
」

①
中
学
生
（
第
七
中
学
校
生
徒
：
延

べ
3
7
名
）

②
③
④
子
ど
も
を
含
む
図
書
館
利
用

者
（
計
2
2
1
人
の
応
募
）

①
令
和
5
年
度
～

②
令
和
4
年
度
～

③
令
和
5
年
度

④
令
和
5
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課

26



N
o

取
組
事
例

内
容

対
象
と
な
る
子
ど
も
の
情
報

(
年
齢
、
人
数
、
学
校
等
)

実
施
（
予
定
）
年
度

部
局
名

課
名

4
6

【
上
高
田
図
書
館
】

企
画
事
業
「
お
し
え
て
！
み
ん
な
の
お
す
す
め
本
」

　
専
用
カ
ー
ド
に
、
書
名
・
お
す
す
め
コ
メ
ン
ト
・
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
書
い

て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
持
参
。
カ
ー
ド
1
枚
ご
と
に
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
に
シ
ー
ル
付

与
。
シ
ー
ル
が
規
定
数
た
ま
っ
た
ら
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

小
学
生

令
和
3
年
度
：
延
べ
1
3
3
人

令
和
4
年
度
：
延
べ
3
1
人

令
和
5
年
度
：
延
べ
5
8
人

毎
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課

4
7

【
中
野
東
図
書
館
】

①
企
画
事
業
「
中
学
生
・
高
校
生
と
選
ぶ
“
好
き
”
な
本
選
手
権
」

②
企
画
事
業
「
欲
し
い
本
ア
ン
ケ
ー
ト
」

①
中
学
生
～
高
校
生
（
1
2
名
）

②
小
学
生
以
下
（
2
8
名
）
、
中
学
生

～
高
校
生
（
2
9
名
）

①
②
令
和
4
年
度

教
育
委
員
会
事
務

局
子
ど
も
・
教
育
政
策
課
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中
なか

野
の

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

に関
かん

する条
じょう

例
れい

 

 

目
もく

次
じ

 

 前
ぜん

文
ぶん

 

 第
だい

１章
しょう

 総
そう

則
そく

（第
だい

１条
じょう

―第
だい

８条
じょう

） 

 第
だい

２章
しょう

 子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

（第
だい

９条
じょう

―第
だい

１２条
じょう

） 

 第
だい

３章
しょう

 子
こ

どもにやさしいまちづくりの推
すい

進
しん

（第
だい

１３条
じょう

―第
だい

１９条
じょう

） 

 第
だい

４章
しょう

 子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

の推
すい

進
しん

および検
けん

証
しょう

（第
だい

２０条
じょう

―第
だい

２３条
じょう

） 

 第
だい

５章
しょう

 子
こ

どもの権
けん

利
り

の相
そう

談
だん

および侵
しん

害
がい

からの救
きゅう

済
さい

（第
だい

２４条
じょう

―第
だい

２７条
じょう

） 

 第
だい

６章
しょう

 雑
ざっ

則
そく

（第
だい

２８条
じょう

） 

 附
ふ

則
そく

 

 子
こ

どもは、権
けん

利
り

の主
しゅ

体
たい

であり、一人
ひ と り

の人
にん

間
げん

としてその尊
そん

厳
げん

が尊
そん

重
ちょう

され、その権
けん

利
り

が

保
ほ

障
しょう

されます。全
すべ

ての人
ひと

は、生
う

まれながらにして幸
しあわ

せに生
い

きるための権
けん

利
り

を持
も

って

います。この権
けん

利
り

は、子
こ

どもであることを理
り

由
ゆう

に侵
しん

害
がい

されることがあってはなりませ

ん。 

 今
いま

、いじめや虐
ぎゃく

待
たい

、貧
ひん

困
こん

など困
こん

難
なん

な状
じょう

況
きょう

にある子
こ

どもがいます。多
た

様
よう

な背
はい

景
けい

を持
も

ち、それが理
り

解
かい

されずに苦
くる

しんでいる子
こ

どももいます。 

 子
こ

どもにとって、子
こ

どもならではの権
けん

利
り

が保
ほ

障
しょう

されることも大
たい

切
せつ

です。私
わたし

たちは、

だれ一人
ひ と り

取
と

り残
のこ

すことなく、全
すべ

ての子
こ

どもが幸
しあわ

せに生
い

きていけるよう子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

します。私
わたし

たちは、子
こ

どもの命
いのち

と健
けん

康
こう

を守
まも

り、その成
せい

長
ちょう

を応
おう

援
えん

します。私
わたし

たちは、子
こ

どもの声
こえ

に耳
みみ

をかたむけ、その意
い

見
けん

、考
かんが

え、思
おも

いを受
う

け止
と

め、これを尊
そん

重
ちょう

し、子
こ

どもと一
いっ

緒
しょ

に、子
こ

どもにとって最
もっと

も善
よ

いことを第
だい

一
いち

に考
かんが

えます。 

 私
わたし

たちは、子
こ

どもをパートナーとして、まち全
ぜん

体
たい

で子
こ

どもの成
せい

長
ちょう

を支
ささ

え、子
こ

ども

の権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

する、子
こ

どもにやさしいまち中
なか

野
の

をつくっていきます。子
こ

どもにやさ

しいまちは、全
すべ

ての人
ひと

にやさしいまちです。 

 子
こ

どものみなさん、迷
まよ

うことや困
こま

ったことがあったら、周
まわ

りの大人
お と な

に相
そう

談
だん

してみて

ください。相
そう

談
だん

をすることは、悪
わる

いことではありません。あなたは、一人
ひ と り

ではありま

せん。私
わたし

たち大人
お と な

は、あなたの意
い

見
けん

、考
かんが

え、思
おも

いを受
う

け止
と

め、あなたの立
たち

場
ば

に寄
よ

り

そい、あなたにとって最
もっと

も善
よ

いことを一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えます。あなたのことを応
おう

援
えん

してい

る人
ひと

がいることを忘
わす

れないでください。 

 日
に

本
ほん

は、世
せ

界
かい

の国
くに

々
ぐに

と、子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

を結
むす

んでいます。この条
じょう

約
やく

では、「命
いのち

を守
まも

られ、成
せい

長
ちょう

できること」、「意
い

見
けん

を表
ひょう

明
めい

し、参
さん

加
か

できること」、「子
こ

どもに関
かん

する
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ことが行
おこな

われるときは、その子
こ

どもにとって最
もっと

も善
よ

いことが考
かんが

えられること」、「差
さ

別
べつ

をされないこと」などの子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

することを約
やく

束
そく

しました。私
わたし

たちは、

この約
やく

束
そく

を守
まも

るため、全
ぜん

力
りょく

をつくさなければなりません。 

 ここに、子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

の精
せい

神
しん

にのっとり、子
こ

どもの今
いま

と未
み

来
らい

のために、子
こ

ど

もの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

し、子
こ

どもにやさしいまちづくりを推
すい

進
しん

することを宣
せん

言
げん

し、この条
じょう

例
れい

を制
せい

定
てい

します。 

   第
だい

１章
しょう

 総
そう

則
そく

 

 （目的
もくてき

） 

第
だい

１条
じょう

 この条
じょう

例
れい

は、中
なか

野
の

区
く

（以下
い か

「区
く

」といいます。）に関
かか

わる全
すべ

ての人
ひと

が子
こ

ど

もの権
けん

利
り

の尊
そん

重
ちょう

の理
り

念
ねん

を持
も

ち、それぞれの生
せい

活
かつ

や活
かつ

動
どう

に生
い

かすことにより、子
こ

ど

もの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

し、もって子
こ

どもにやさしいまちづくりを推
すい

進
しん

することを目
もく

的
てき

と

します。 

 （用
よう

語
ご

の意
い

味
み

） 

第
だい

２条
じょう

 この条
じょう

例
れい

において「子
こ

ども」とは、区
く

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

し、在
ざい

学
がく

し、または在
ざい

勤
きん

す

る等
とう

、区
く

内
ない

において生
せい

活
かつ

し、活
かつ

動
どう

する１８歳
さい

未
み

満
まん

の人
ひと

、およびこれらの人
ひと

と等
ひと

しく

権
けん

利
り

を認
みと

めることが適
てき

当
とう

と認
みと

める人
ひと

のことをいいます。 

２ この条例
じょうれい

において「保
ほ

護
ご

者
しゃ

」とは、子
こ

どもの親
おや

および里
さと

親
おや

その他
た

子
こ

どもの親
おや

に代
か

わり養
よう

育
いく

する人
ひと

のことをいいます。 

３ この条
じょう

例
れい

において「区
く

民
みん

」とは、区
く

内
ない

において、在
ざい

住
じゅう

し、もしくは在
ざい

勤
きん

してい

る人
ひと

、事
じ

業
ぎょう

を営
いとな

んでいる人
ひと

（以下
い か

「事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

」といいます。）または在
ざい

学
がく

している

人
ひと

および保
ほ

護
ご

者
しゃ

のことをいいます。 

４ この条
じょう

例
れい

において「育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

」とは、区
く

内
ない

の学
がっ

校
こう

、専
せん

修
しゅう

学
がっ

校
こう

または各
かく

種
しゅ

学
がっ

校
こう

、児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

その他
た

子
こ

どもが育
そだ

ち、学
まな

ぶために利
り

用
よう

する施
し

設
せつ

のことをいいます。 

５ この条
じょう

例
れい

において「団
だん

体
たい

」とは、区
く

内
ない

において、子
こ

どもが育
そだ

ち、学
まな

ぶための活
かつ

動
どう

を行
おこな

う団
だん

体
たい

のことをいいます。 

６ この条
じょう

例
れい

において「子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

」とは、児
じ

童
どう

の権
けん

利
り

に関
かん

する条
じょう

約
やく

のこ

とをいいます。 

 （基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

） 

第
だい

３条
じょう

 子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

は、次
つぎ

に定
さだ

める考
かんが

え方
かた

を基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

とします。 

 ⑴ 子
こ

どもは、その命
いのち

が守
まも

られ、心身
しんしん

や尊
そん

厳
げん

が傷
きず

つけられることなく、愛
あい

情
じょう

と理
り

解
かい

をもって育
はぐく

まれること。 

 ⑵ 子
こ

どもは、その意
い

見
けん

、考
かんが

え、思
おも

い（以
い

下
か

「意
い

見
けん

等
とう

」といいます。）を表
ひょう

明
めい

す

ることができ、自
じ

分
ぶん

に関
かん

係
けい

のあることについてその意
い

見
けん

等
とう

が尊
そん

重
ちょう

されること。 
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 ⑶ 子
こ

どもに関
かん

係
けい

のあるあらゆることについて、子
こ

どもにとって最
もっと

も善
よ

いことは

何
なに

かを第
だい

一
いち

に考
かんが

えること。 

 ⑷ 子
こ

どもは、一人
ひ と り

ひとりの個
こ

性
せい

が尊
そん

重
ちょう

され、だれ一人
ひ と り

取
と

り残
のこ

されることなくそ

の権
けん

利
り

が保
ほ

障
しょう

されること。 

 （区
く

の役
やく

割
わり

） 

第
だい

４条
じょう

 区
く

は、あらゆる取
とり

組
くみ

を行
おこな

うことにより子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

し、子
こ

どもに

やさしいまちづくりを推
すい

進
しん

するものとします。 

２ 区
く

は、子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

について、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

と協
きょう

力
りょく

す

るとともに、その活
かつ

動
どう

を支
し

援
えん

するものとします。 

３ 区
く

は、子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

について、国
くに

、東
とう

京
きょう

都
と

、他
た

の区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

等
とう

に必
ひつ

要
よう

な

協 力
きょうりょく

を求
もと

めることにより、子
こ

どもの権
けん

利
り

が広
ひろ

く保
ほ

障
しょう

されるよう働
はたら

きかけを行
おこな

うものとします。 

４ 区
く

は、この条
じょう

例
れい

による子
こ

どもの権
けん

利
り

の尊
そん

重
ちょう

の理
り

念
ねん

が広
ひろ

まり、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

が子
こ

どもの権
けん

利
り

についての理
り

解
かい

を深
ふか

めることができるよう、その考
かんが

え方
かた

を広
ひろ

めていくものとします。 

 （区
く

民
みん

の役
やく

割
わり

） 

第
だい

５条
じょう

 区
く

民
みん

は、子
こ

どもの権
けん

利
り

についての理
り

解
かい

を深
ふか

め、これを保
ほ

障
しょう

するよう努
つと

める

ものとします。 

２ 区
く

民
みん

は、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

における子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

の重
じゅう

要
よう

性
せい

を理
り

解
かい

し、子
こ

どもがす

こやかに育
そだ

ち、安心
あんしん

して過
す

ごすことができるよう、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

で子
こ

どもを見
み

守
まも

り、

支
し

援
えん

するよう努
つと

めるものとします。 

３ 区
く

民
みん

は、区
く

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

と協 力
きょうりょく

して、子
こ

どもの権
けん

利
り

についてその

考
かんが

え方
かた

を広
ひろ

めていくことに努
つと

めるものとします。 

 （育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

の役
やく

割
わり

） 

第
だい

６条
じょう

 育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、その活
かつ

動
どう

において子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するよ

う努
つと

めるものとします。 

２ 育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するため、区
く

および区
く

民
みん

と協
きょう

力
りょく

するよう努
つと

めるものとします。 

 （事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

の役
やく

割
わり

） 

第
だい

７条
じょう

 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、その従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

することができる環
かん

境
きょう

を

整
ととの

えるよう努
つと

めるものとします。 

２ 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、その事
じ

業
ぎょう

が子
こ

どもの権
けん

利
り

の侵
しん

害
がい

につながることのないよう適
てき

切
せつ

な気
き

配
くば

りを行
おこな

うよう努
つと

めるものとします。 
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３ 事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

と協
きょう

力
りょく

して、その事
じ

業
ぎょう

として

子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するための活
かつ

動
どう

をし、これを推
すい

進
しん

するよう努
つと

めるものとしま

す。 

 （中
なか

野
の

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

の日
ひ

） 

第
だい

８条
じょう

 子
こ

どもの権
けん

利
り

についての区
く

民
みん

の理
り

解
かい

と関
かん

心
しん

を深
ふか

めるため、中
なか

野
の

区
く

子
こ

どもの

権
けん

利
り

の日
ひ

（以
い

下
か

「子
こ

どもの権
けん

利
り

の日
ひ

」といいます。）を設
もう

けます。 

２ 子
こ

どもの権
けん

利
り

の日
ひ

は、１１月
がつ

２０日
は つ か

（国
こく

際
さい

連
れん

合
ごう

総
そう

会
かい

において子
こ

どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

が

採
さい

択
たく

された日
ひ

）とします。 

３ 区
く

は、子
こ

どもの権
けん

利
り

の日
ひ

の目
もく

的
てき

にふさわしい事
じ

業
ぎょう

を広
ひろ

く区
く

民
みん

等
とう

の参
さん

加
か

を求
もと

めて

行
おこな

うものとします。 

   第
だい

２章
しょう

 子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

 

 （あらゆる場
ば

面
めん

における権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

） 

第
だい

９条
じょう

 子
こ

どもは、家
か

庭
てい

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

の活
かつ

動
どう

、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

等
とう

、あらゆる場
ば

面
めん

において、特
とく

に次
つぎ

に定
さだ

める権
けん

利
り

が保
ほ

障
しょう

されます。 

 ⑴ 身
しん

体
たい

的
てき

または精
せい

神
しん

的
てき

な暴
ぼう

力
りょく

を受
う

けないこと。 

 ⑵ 健
けん

康
こう

的
てき

な生
せい

活
かつ

をし、必
ひつ

要
よう

な医
い

療
りょう

、行
ぎょう

政
せい

サービス等
とう

を受
う

けられること。 

 ⑶ 家
か

庭
てい

的
てき

な環
かん

境
きょう

のもとで育
そだ

つこと。 

 ⑷ 自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

等
とう

を表
ひょう

明
めい

し、それが尊
そん

重
ちょう

されること。 

 ⑸ 学
まな

び、休
やす

み、および遊
あそ

ぶこと。そのために必
ひつ

要
よう

な環
かん

境
きょう

が整
ととの

えられること。 

 ⑹ 権
けん

利
り

を持
も

つ個
こ

人
じん

として尊
そん

重
ちょう

され、自
じ

分
ぶん

についての情
じょう

報
ほう

を知
し

ること。 

 ⑺ 失敗
しっぱい

をしてもやり直
なお

せること。そのために必
ひつ

要
よう

な環
かん

境
きょう

が整
ととの

えられること。 

 ⑻ 子
こ

どもの発
はっ

達
たつ

に応
おう

じてそのプライバシーが尊
そん

重
ちょう

されること。 

 ⑼ 家
か

庭
てい

の環
かん

境
きょう

、経
けい

済
ざい

的
てき

な状
じょう

況
きょう

、社
しゃ

会
かい

的
てき

身
み

分
ぶん

、国
こく

籍
せき

、人
じん

種
しゅ

、民
みん

族
ぞく

、文
ぶん

化
か

、障
しょう

害
がい

の

有
う

無
む

、性
せい

別
べつ

、性
せい

自
じ

認
にん

、性
せい

的
てき

指
し

向
こう

等
とう

により差
さ

別
べつ

をされないこと。 

 ⑽ 子
こ

どもであることを理
り

由
ゆう

に不
ふ

当
とう

なあつかいを受
う

けないこと。 

２ 区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもの意
い

見
けん

等
とう

を尊
そん

重
ちょう

するとともに、

その意
い

見
けん

等
とう

がどのように尊
そん

重
ちょう

されているかを子
こ

どもに分
わ

かりやすく説
せつ

明
めい

するよう

努
つと

めるものとします。 

３ 区
く

は、子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するため、必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を行
おこな

うものとします。 

 （家
か

庭
てい

における権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

） 

第
だい

１０条
じょう

 保
ほ

護
ご

者
しゃ

は、家
か

庭
てい

において、子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するため、特
とく

に次
つぎ

に定
さだ

め

ることについて必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を行
おこな

うよう努
つと

めるものとします。 

 ⑴ 家
か

庭
てい

的
てき

な環
かん

境
きょう

のもとで愛
あい

情
じょう

を受
う

けて育
そだ

つこと。 
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 ⑵ 子
こ

どもの発
はっ

達
たつ

に応
おう

じて個
こ

人
じん

の秘
ひ

密
みつ

が守
まも

られること。 

２ 保
ほ

護
ご

者
しゃ

は、前
ぜん

項
こう

の取
とり

組
くみ

を行
おこな

うときには、子
こ

育
そだ

てについての必
ひつ

要
よう

な協
きょう

力
りょく

を求
もと

め

ること等
とう

により、子
こ

どもの成
せい

長
ちょう

を支
ささ

えることができるよう努
つと

めるものとします。 

３ 区
く

は、家
か

庭
てい

において、子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するため、子
こ

どもおよび保
ほ

護
ご

者
しゃ

に対
たい

し

て、必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を行
おこな

うものとします。 

 （育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

の活
かつ

動
どう

における権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

） 

第
だい

１１条
じょう

 育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、その活
かつ

動
どう

において、子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

す

るため、特
とく

に次
つぎ

に定
さだ

めることについて必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を行
おこな

うよう努
つと

めるものとします。 

 ⑴ 安
あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

できる環
かん

境
きょう

のもとで、学
まな

び、成
せい

長
ちょう

すること。 

 ⑵ 一人
ひ と り

ひとりの個
こ

性
せい

が尊
そん

重
ちょう

され、差
さ

別
べつ

をされないこと。 

 ⑶ いじめや体
たい

罰
ばつ

を受
う

けないこと。 

 ⑷ その子
こ

どもの個
こ

人
じん

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

について、その意
い

思
し

に反
はん

し、または正
せい

当
とう

な目
もく

的
てき

の範
はん

囲
い

をこえて利
り

用
よう

され、または提
てい

供
きょう

されないこと。 

２ 育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、前
ぜん

項
こう

の取
とり

組
くみ

を行
おこな

うときには、次
つぎ

に定
さだ

めることを行
おこな

うことにより、その活
かつ

動
どう

において子
こ

どもの権
けん

利
り

が保
ほ

障
しょう

されるよう努
つと

めるものとし

ます。 

 ⑴ 子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

に主
しゅ

体
たい

的
てき

に取
と

り組
く

み、子
こ

どもの成
せい

長
ちょう

を支
ささ

えることができ

るよう必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

を行
おこな

うこと。 

 ⑵ 支
し

援
えん

を必要
ひつよう

とする子
こ

どもを早
そう

期
き

に発
はっ

見
けん

し、子
こ

どもの意
い

見
けん

等
とう

を尊
そん

重
ちょう

しながら、子
こ

どもにとって最
もっと

も善
よ

い解
かい

決
けつ

方
ほう

法
ほう

をとること。 

 ⑶ 虐
ぎゃく

待
たい

、貧
ひん

困
こん

等
とう

を早
そう

期
き

に発見
はっけん

し、区
く

その他
た

関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と協
きょう

力
りょく

して対
たい

応
おう

すること。 

３ 区
く

は、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

の活
かつ

動
どう

において、子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するため、

育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

に対
たい

して、必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を行
おこな

うものとします。 

 （地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

における権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

） 

第
だい

１２条
じょう

 子
こ

どもと関
かか

わる活
かつ

動
どう

をする区
く

民
みん

は、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

において、子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するため、特
とく

に次
つぎ

に定
さだ

めることについて必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を行
おこな

うよう努
つと

めるものとし

ます。 

 ⑴ 安
あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

できる環
かん

境
きょう

のもとで生
せい

活
かつ

すること。 

 ⑵ 地
ち

域
いき

の活
かつ

動
どう

等
とう

に参
さん

加
か

し、自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

等
とう

を表
ひょう

明
めい

すること。 

 ⑶ 休
やす

み、または遊
あそ

ぶことができ、一人
ひ と り

または集
しゅう

団
だん

で活
かつ

動
どう

することができる居
い

場
ば

所
しょ

を利
り

用
よう

すること。 

２ 子
こ

どもと関
かか

わる活
かつ

動
どう

をする区
く

民
みん

は、前
ぜん

項
こう

の取
とり

組
くみ

を行
おこな

うときには、適
てき

切
せつ

な支
し

援
えん

を受
う

けることにより、その活
かつ

動
どう

を続
つづ

けていけるよう努
つと

めるものとします。 
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３ 区
く

は、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

において、子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

し、前
ぜん

項
こう

に規
き

定
てい

する活
かつ

動
どう

を続
つづ

け

ていけるようにするため、子
こ

どもと関
かか

わる活
かつ

動
どう

をする区
く

民
みん

に対
たい

して、必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を

行
おこな

うものとします。 

   第
だい

３章
しょう

 子
こ

どもにやさしいまちづくりの推
すい

進
しん

 

 （子
こ

どもの意
い

見
けん

等
とう

の表
ひょう

明
めい

および参
さん

加
か

） 

第
だい

１３条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもが自
じ

分
ぶん

の意
い

見
けん

等
とう

を表
ひょう

明
めい

し、参
さん

加
か

する機
き

会
かい

を確
かく

保
ほ

するために

必
ひつ

要
よう

な制
せい

度
ど

を設
もう

けるよう努
つと

めるものとします。 

２ 区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもの意
い

見
けん

等
とう

の表
ひょう

明
めい

と参
さん

加
か

をうなが

すため、子
こ

どもがその意
い

味
み

や方法
ほうほう

について学
まな

び、必要
ひつよう

な情
じょう

報
ほう

を得
え

ることができる

よう努
つと

めるものとします。 

 （子
こ

ども会
かい

議
ぎ

） 

第
だい

１４条
じょう

 区
く

長
ちょう

は、子
こ

どもの意
い

見
けん

等
とう

を求
もと

めるための会
かい

議
ぎ

（以下
い か

「子
こ

ども会
かい

議
ぎ

」とい

います。）を開
ひら

きます。 

２ 区
く

長
ちょう

は、子
こ

どもに関
かん

する区
く

の計
けい

画
かく

その他
た

区
く

長
ちょう

が必要
ひつよう

と認
みと

めることについて、子
こ

ども会
かい

議
ぎ

に参
さん

加
か

する子
こ

どもの意
い

見
けん

等
とう

を求
もと

めるものとします。 

３ 区
く

長
ちょう

は、子
こ

ども会
かい

議
ぎ

に多
た

様
よう

な背
はい

景
けい

を持
も

つ子
こ

どもの意
い

見
けん

が反
はん

映
えい

されるよう努
つと

める

ものとします。 

４ 子
こ

ども会
かい

議
ぎ

は、参
さん

加
か

する子
こ

どもの自
じ

主
しゅ

性
せい

と自
じ

発
はつ

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

して運
うん

営
えい

されるものと

します。 

５ 区
く

長
ちょう

は、子
こ

ども会
かい

議
ぎ

への子
こ

どもの参
さん

加
か

がうながされ、子
こ

ども会
かい

議
ぎ

が順
じゅん

調
ちょう

に運
うん

営
えい

されるよう必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

を行
おこな

うものとします。 

６ 子
こ

ども会
かい

議
ぎ

に参
さん

加
か

する子
こ

どもは、第
だい

２項
こう

に規
き

定
てい

することや自
じ

分
ぶん

が必
ひつ

要
よう

と認
みと

めるこ

とについて、その意
い

見
けん

等
とう

をまとめ、区
く

長
ちょう

に提
てい

出
しゅつ

することができます。 

７ 前
ぜん

項
こう

の規
き

定
てい

により提
てい

出
しゅつ

された意
い

見
けん

等
とう

について、区
く

長
ちょう

は、これを尊
そん

重
ちょう

するよう努
つと

めるものとします。 

 （虐
ぎゃく

待
たい

、体
たい

罰
ばつ

等
とう

の防
ぼう

止
し

） 

第
だい

１５条
じょう

 区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもが虐
ぎゃく

待
たい

、体
たい

罰
ばつ

等
とう

を受
う

ける

ことなく、すこやかに育
そだ

ち、安心
あんしん

して暮
く

らすことができるよう努
つと

めなければなりま

せん。 

２ 区
く

は、関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と協 力
きょうりょく

し、子
こ

どもに対
たい

する虐
ぎゃく

待
たい

、体
たい

罰
ばつ

等
とう

の予
よ

防
ぼう

と早
そう

期
き

の発
はっ

見
けん

に

取
と

り組
く

むものとします。 

３ 区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもが虐
ぎゃく

待
たい

、体
たい

罰
ばつ

等
とう

を受
う

けることがない

よう気
き

を配
くば

るとともに、虐
ぎゃく

待
たい

、体
たい

罰
ばつ

等
とう

を受
う

けたと思
おも

われる子
こ

どもを発
はっ

見
けん

したとき
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は、すみやかに区
く

その他
た

の関
かん

係
けい

機
き

関
かん

に知
し

らせなければなりません。 

４ 区
く

は、虐
ぎゃく

待
たい

、体
たい

罰
ばつ

等
とう

を受
う

けた子
こ

どもをすみやかにかつ適切
てきせつ

に救
きゅう

済
さい

するため、関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と協
きょう

力
りょく

し、必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

を行
おこな

うものとします。 

 （いじめその他
た

の権
けん

利
り

の侵
しん

害
がい

の防
ぼう

止
し

） 

第
だい

１６条
じょう

 区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもがいじめその他
た

の権
けん

利
り

の侵
しん

害
がい

を受
う

けることなく、安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

することができるよう努
つと

めるものとします。 

２ 区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもに対
たい

するいじめその他
た

の権
けん

利
り

の侵
しん

害
がい

の予
よ

防
ぼう

と早
そう

期
き

の発
はっ

見
けん

に取
と

り組
く

むものとします。 

３ 区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、いじめその他
た

の権
けん

利
り

の侵
しん

害
がい

を受
う

けた子
こ

ど

もをすみやかにかつ適
てき

切
せつ

に救
きゅう

済
さい

するため、関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と協 力
きょうりょく

し、必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

を行
おこな

うものとします。 

４ 区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、いじめその他
た

の権
けん

利
り

の侵
しん

害
がい

に関
かか

わった子
こ

どもが再
ふたた

びいじめその他
た

の権
けん

利
り

の侵
しん

害
がい

に関
かか

わることのないよう取
と

り組
く

むものとし

ます。 

 （貧困
ひんこん

の防
ぼう

止
し

） 

第
だい

１７条
じょう

 区
く

は、全
すべ

ての子
こ

どもがだれ一人
ひ と り

取
と

り残
のこ

されることなく、すこやかに育
そだ

ち、

学
まな

ぶことができるよう、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

と協 力
きょうりょく

して、子
こ

どもの貧困
ひんこん

の防
ぼう

止
し

に総
そう

合
ごう

的
てき

に取
と

り組
く

むものとします。 

 （有
ゆう

害
がい

または危
き

険
けん

な環
かん

境
きょう

および情
じょう

報
ほう

からの保
ほ

護
ご

） 

第
だい

１８条
じょう

 区
く

、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもが家
か

庭
てい

や地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

の中
なか

で尊
そん

重
ちょう

され、安
あん

心
しん

して健
けん

康
こう

的
てき

に生
い

きるため、違
い

法
ほう

な薬
やく

物
ぶつ

等
とう

の有
ゆう

害
がい

または危
き

険
けん

な環
かん

境
きょう

や

情
じょう

報
ほう

から子
こ

どもを守
まも

るよう取
と

り組
く

むものとします。 

２ 区
く

は、前
ぜん

項
こう

に規
き

定
てい

する取
とり

組
くみ

に関
かん

し、子
こ

ども、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

に必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を提
てい

供
きょう

するものとします。 

 （居
い

場
ば

所
しょ

づくり） 

第
だい

１９条
じょう

 区
く

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもが安
あん

心
しん

して過
す

ごすことができる居
い

場
ば

所
しょ

づくりに努
つと

めるものとします。 

２ 区
く

は、前
ぜん

項
こう

に規
き

定
てい

する居
い

場
ば

所
しょ

づくりのための活
かつ

動
どう

を行
おこな

う育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

と協
きょう

力
りょく

し、その支
し

援
えん

に努
つと

めるものとします。 

３ 区
く

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、第
だい

１項
こう

に規
き

定
てい

する居
い

場
ば

所
しょ

づくりに関
かん

し、子
こ

ども

が意
い

見
けん

等
とう

を表
ひょう

明
めい

し、参
さん

加
か

する機
き

会
かい

を設
もう

けるとともに、その意
い

見
けん

等
とう

を尊
そん

重
ちょう

するよう

努
つと

めるものとします。 

   第
だい

４章
しょう

 子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

の推
すい

進
しん

および検
けん

証
しょう
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 （子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

の推
すい

進
しん

） 

第
だい

２０条
じょう

 区
く

は、全
すべ

ての子
こ

どもの権
けん

利
り

が保
ほ

障
しょう

されるよう、子
こ

ども、区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ

施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

と協
きょう

力
りょく

して、子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

を推
すい

進
しん

するものとし、そのため

の体
たい

制
せい

を整
せい

備
び

するものとします。 

２ 区
く

は、子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

が推
すい

進
しん

されるよう、必
ひつ

要
よう

な財
ざい

政
せい

上
じょう

の取
とり

組
くみ

を行
おこな

うよう

努
つと

めるものとします。 

３ 区
く

は、子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

を推
すい

進
しん

するため、定
てい

期
き

的
てき

に、子
こ

どもの状
じょう

況
きょう

等
とう

につい

て調
ちょう

査
さ

を行
おこな

い、その結
けっ

果
か

を公
こう

表
ひょう

するものとします。 

 （子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

の推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

の策
さく

定
てい

） 

第
だい

２１条
じょう

 区
く

は、子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

を推
すい

進
しん

するための基
き

本
ほん

となる計
けい

画
かく

（以
い

下
か

「推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

」といいます。）を定
さだ

めます。 

２ 区
く

は、推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

を定
さだ

める場
ば

合
あい

は、子
こ

どもや区
く

民
みん

の意
い

見
けん

等
とう

を反
はん

映
えい

させるよう努
つと

める

ものとします。 

３ 区
く

は、推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

を定
さだ

めた場
ば

合
あい

は、すみやかにこれを公
こう

表
ひょう

し、広
ひろ

めていくものと

します。 

４ 前
ぜん

２項
こう

の規
き

定
てい

は、推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

を改
あらた

める場
ば

合
あい

について準
じゅん

用
よう

します。 

 （中
なか

野
の

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の設
せっ

置
ち

） 

第
だい

２２条
じょう

 推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

および子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

を検
けん

証
しょう

するため、区
く

長
ちょう

の附
ふ

属
ぞく

機
き

関
かん

として、中
なか

野
の

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

（以下
い か

「権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

」といいます。）を置
お

きま

す。 

２ 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

は、区
く

長
ちょう

の求
もと

めに応
おう

じ、次
つぎ

に定
さだ

めることについて調
ちょう

査
さ

や検
けん

討
とう

を行
おこな

い、

意
い

見
けん

を述
の

べます。 

 ⑴ 子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

の状
じょう

況
きょう

に関
かん

すること。 

 ⑵ 推
すい

進
しん

計
けい

画
かく

および子
こ

どもに関
かん

する取
とり

組
くみ

の検
けん

証
しょう

、改
かい

善
ぜん

等
とう

の提
てい

言
げん

に関
かん

すること。 

 ⑶ その他
た

区
く

長
ちょう

が必
ひつ

要
よう

と認
みと

めること。 

３ 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

は、前
ぜん

項
こう

各
かく

号
ごう

に定
さだ

めることに関
かん

し、必
ひつ

要
よう

があると認
みと

めるときは、区
く

長
ちょう

に意
い

見
けん

を述
の

べることができます。 

４ 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

は、学
がく

識
しき

経
けい

験
けん

者
しゃ

その他
た

区
く

長
ちょう

が必
ひつ

要
よう

と認
みと

める人
ひと

のうちから、区
く

長
ちょう

が任
にん

命
めい

する委
い

員
いん

１０人
にん

以
い

内
ない

をもって組
そ

織
しき

します。 

５ 権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の委
い

員
いん

（以
い

下
か

単
たん

に「委
い

員
いん

」といいます。）の任
にん

期
き

は、２年
ねん

とします。

ただし、再
さい

任
にん

されることができます。 

６ 委
い

員
いん

が欠
か

けたときは、補
ほ

欠
けつ

の委
い

員
いん

を置
お

くことができます。この場
ば

合
あい

において、補
ほ

欠
けつ

の委
い

員
いん

の任
にん

期
き

は、前任者
ぜんにんしゃ

の残
ざん

任
にん

期
き

間
かん

とします。 
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７ 委
い

員
いん

は、職
しょく

務
む

上
じょう

知
し

り得
え

た秘
ひ

密
みつ

をもらしてはなりません。その職
しょく

を退
しりぞ

いた後
あと

も、

同様
どうよう

とします。 

 （権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

の意
い

見
けん

の尊
そん

重
ちょう

） 

第
だい

２３条
じょう

 区
く

長
ちょう

は、権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

から前
ぜん

条
じょう

第
だい

２項
こう

および同
どう

条
じょう

第
だい

３項
こう

の意
い

見
けん

を受
う

けた

ときは、これを尊
そん

重
ちょう

し、必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を行
おこな

うよう努
つと

めるものとします。 

２ 区
く

長
ちょう

は、権
けん

利
り

委
い

員
いん

会
かい

からの意
い

見
けん

を受
う

けたときは、すみやかにこれを公
こう

表
ひょう

し、広
ひろ

めていくものとします。 

   第
だい

５章
しょう

 子
こ

どもの権
けん

利
り

の相
そう

談
だん

および侵
しん

害
がい

からの救
きゅう

済
さい

 

 （中
なか

野
の

区
く

子
こ

どもの権
けん

利
り

救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の設
せっ

置
ち

） 

第
だい

２４条
じょう

 子
こ

どもの権
けん

利
り

の侵
しん

害
がい

（以
い

下
か

「権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

」といいます。）からのすみやかな

救
きゅう

済
さい

と子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

をはかるため、区
く

長
ちょう

の附
ふ

属
ぞく

機
き

関
かん

として、中
なか

野
の

区
く

子
こ

ど

もの権
けん

利
り

救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

（以下
い か

「救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

」といいます。）を置
お

きます。 

２ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は、次
つぎ

に定
さだ

めることを担
たん

当
とう

します。 

 ⑴ 子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

についての相
そう

談
だん

に応
おう

じ、必
ひつ

要
よう

な助言
じょげん

および支
し

援
えん

をするこ

と。 

 ⑵ 子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

についての必
ひつ

要
よう

な調
ちょう

査
さ

および調
ちょう

整
せい

をすること。 

 ⑶ 権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

からの救
きゅう

済
さい

のため関
かん

係
けい

者
しゃ

に要
よう

請
せい

をすること。 

 ⑷ 権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

を防
ふせ

ぎ、または子
こ

どもの権
けん

利
り

を保
ほ

障
しょう

するための意
い

見
けん

を表
ひょう

明
めい

すること。 

 ⑸ 第
だい

３号
ごう

の要
よう

請
せい

および前
ぜん

号
ごう

の意
い

見
けん

の内
ない

容
よう

を公
こう

表
ひょう

すること。 

 ⑹ 権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

からの救
きゅう

済
さい

と子
こ

どもの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

についての理
り

解
かい

を広
ひろ

めていくこ

とおよび関
かん

係
けい

者
しゃ

との協
きょう

力
りょく

の推
すい

進
しん

に関
かん

すること。 

３ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は、５人
にん

以
い

内
ない

とし、人
じん

格
かく

が高
こう

潔
けつ

で、社
しゃ

会
かい

的
てき

信
しん

望
ぼう

が厚
あつ

く、子
こ

どもの人
じん

権
けん

問
もん

題
だい

に関
かん

しすぐれた識
しき

見
けん

を備
そな

えている人
ひと

のうちから、区
く

長
ちょう

が任
にん

命
めい

します。 

４ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の任
にん

期
き

は、２年
ねん

とします。ただし、再
さい

任
にん

されることができます。 

５ 区
く

長
ちょう

は、救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

が心身
しんしん

の故
こ

障
しょう

のために職
しょく

務
む

を行
おこな

うことができないと認
みと

め

る場
ば

合
あい

、第
だい

３項
こう

に規
き

定
てい

する任
にん

命
めい

の要
よう

件
けん

を満
み

たさなくなった場
ば

合
あい

または救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に

職
しょく

務
む

上
じょう

の義
ぎ

務
む

違
い

反
はん

その他
た

救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

としてふさわしくない行
おこな

いがあると認
みと

める

場
ば

合
あい

には、その救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の職
しょく

を解
と

くことができます。 

６ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は、職
しょく

務
む

上
じょう

知
し

り得
え

た秘
ひ

密
みつ

をもらしてはなりません。その職
しょく

を退
しりぞ

い

た後
あと

も、同様
どうよう

とします。 

 （救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の職
しょく

務
む

の執
しっ

行
こう

） 

第
だい

２５条
じょう

 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は、職
しょく

務
む

を行
おこな

うときには、子
こ

どもの意
い

見
けん

等
とう

を聞
き

き、その意
い

見
けん

等
とう

を尊
そん

重
ちょう

するとともに、その子
こ

どもにとって最
もっと

も善
よ

いと考
かんが

えられることを行
おこな

う
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ものとします。 

２ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は、公
こう

正
せい

かつ公
こう

平
へい

にその職
しょく

務
む

を行
おこな

わなければなりません。 

３ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は、それぞれ独
どく

立
りつ

してその職
しょく

務
む

を行
おこな

います。 

４ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は、自
じ

分
ぶん

に利
り

害
がい

関
かん

係
けい

のある事
じ

案
あん

については、その職
しょく

務
む

を行
おこな

うことが

できません。 

５ 救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

は、毎
まい

年
ねん

度
ど

、その職
しょく

務
む

の実
じっ

施
し

状
じょう

況
きょう

について区
く

長
ちょう

に報
ほう

告
こく

しなければ

なりません。 

６ 区
く

は、救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の独
どく

立
りつ

性
せい

と公
こう

正
せい

かつ公
こう

平
へい

な職
しょく

務
む

の執
しっ

行
こう

を確
かく

保
ほ

するために必
ひつ

要
よう

な

協
きょう

力
りょく

および支
し

援
えん

を行
おこな

うとともに、専
せん

門
もん

の職
しょく

員
いん

および窓
まど

口
ぐち

の設
せっ

置
ち

等
とう

、体
たい

制
せい

の整
せい

備
び

をはかるものとします。 

７ 区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、子
こ

どもが救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に相
そう

談
だん

等
とう

をしやすい環
かん

境
きょう

を整
ととの

えるよう努
つと

めるとともに、救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の職
しょく

務
む

の執
しっ

行
こう

に協
きょう

力
りょく

するよう努
つと

める

ものとします。 

 （救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

への相
そう

談
だん

等
とう

） 

第
だい

２６条
じょう

 子
こ

ども（その子
こ

どもに関
かん

係
けい

のある人
ひと

をふくみます。）は、救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に子
こ

ど

もの権
けん

利
り

の保
ほ

障
しょう

について必
ひつ

要
よう

な相
そう

談
だん

を行
おこな

い、または第
だい

２４条
じょう

第
だい

２項
こう

第
だい

３号
ごう

の要
よう

請
せい

や同
どう

項
こう

第
だい

４号
ごう

の意
い

見
けん

の表
ひょう

明
めい

を行
おこな

うことを求
もと

めることができます。 

 （救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

の要
よう

請
せい

および意
い

見
けん

の尊
そん

重
ちょう

等
とう

） 

第
だい

２７条
じょう

 区
く

の機
き

関
かん

は、救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

から第
だい

２４条
じょう

第
だい

２項
こう

第
だい

３号
ごう

の要
よう

請
せい

および同
どう

項
こう

第
だい

４号
ごう

の意
い

見
けん

の表
ひょう

明
めい

を受
う

けたときは、これを尊
そん

重
ちょう

し、必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を行
おこな

うよう努
つと

め

るものとします。 

２ 区
く

の機
き

関
かん

は、前
ぜん

項
こう

の取
とり

組
くみ

を行
おこな

うときには、その内
ない

容
よう

を救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に報
ほう

告
こく

しなけれ

ばなりません。ただし、同
どう

項
こう

の取
とり

組
くみ

を行
おこな

うことができないときは、理
り

由
ゆう

を付
つ

けて

そのことを救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

に報告
ほうこく

しなければなりません。 

３ 区
く

民
みん

、育
そだ

ち学
まな

ぶ施
し

設
せつ

および団
だん

体
たい

は、救
きゅう

済
さい

委
い

員
いん

から第
だい

２４条
じょう

第
だい

２項
こう

第
だい

３号
ごう

の要
よう

請
せい

および同
どう

項
こう

第
だい

４号
ごう

の意
い

見
けん

の表
ひょう

明
めい

を受
う

けたときは、これを尊
そん

重
ちょう

し、必
ひつ

要
よう

な取
とり

組
くみ

を行
おこな

うよう努
つと

めるものとします。 

   第
だい

６章
しょう

 雑
ざっ

則
そく

 

 （委
い

任
にん

） 

第
だい

２８条
じょう

 この条
じょう

例
れい

の施
し

行
こう

に関
かん

し必
ひつ

要
よう

なことは、規
き

則
そく

で定
さだ

めます。 

   附
ふ

 則
そく

 

 この条
じょう

例
れい

は、令
れい

和
わ

４年
ねん

４月
がつ

１日
ついたち

から施
し

行
こう

します。 
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